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【
要
約
】
　
外
国
人
に
よ
る
外
国
史
研
究
に
は
、
ど
の
よ
5
な
梅
え
と
手
続
き
と
が
、
必
要
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
を
、
英
国
一
地
方
史
研
究

の
う
え
に
ぶ
っ
つ
け
て
み
た
も
の
が
、
本
稿
で
あ
る
。
結
果
、
そ
こ
に
意
外
な
困
難
と
多
様
さ
と
を
発
見
し
、
ま
た
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
英
国
な
ら
び
に
英

．
国
史
研
究
方
法
な
る
も
の
を
再
考
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
筆
者
は
ひ
と
つ
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
、
考
え
て
い
る
。
ふ
た
つ
に
は
、
主
と
し
て
、
デ
ィ
ケ
ン

ズ
・
マ
ク
マ
ホ
ン
両
氏
の
手
引
き
に
す
が
り
な
が
ら
、
整
理
し
、
考
え
て
み
た
せ
い
ぜ
い
上
記
一
地
方
の
交
献
目
録
で
は
あ
る
が
、
い
ま
書
庫
の
塵
埃
に
光

を
消
し
た
、
こ
う
し
た
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
な
堆
積
物
の
な
か
に
も
、
な
ん
ら
か
の
英
国
地
方
史
研
究
の
一
趨
向
が
キ
ャ
ッ
チ
で
ぎ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
、
と
思

う
。
わ
が
国
の
英
国
史
研
究
に
役
立
て
ば
、
な
お
さ
ら
望
外
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
直
接
便
宜
を
あ
た
え
ら
れ
た
ハ
ル
大
学
図
書
館
・
ハ
ル
市
中
央
図

書
館
・
ベ
ヴ
ァ
リ
ー
州
立
古
文
書
飽
、
そ
の
他
イ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
地
方
史
学
会
の
ひ
と
び
と
に
深
謝
し
た
い
。

　
本
稿
は
、
筆
春
が
さ
き
に
発
表
し
た
連
続
報
告
「
英
国
地
方
史
研
究
管
見

ー
イ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
・
オ
ヴ
・
ヨ
ー
ク
シ
ア
の
場
合
扁
（
『
西
洋
史

学
』
第
四
一
、
四
三
、
四
五
、
陽
七
各
輯
）
の
第
三
部
、
「
書
誌
的
概
観
」
と

し
て
本
来
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
第
二
部
ま
で
に

か
な
り
な
紙
数
を
費
し
た
の
で
、
こ
の
た
び
第
三
部
は
、
表
題
と
と
も
に
稿
を

改
め
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
た
ま
た
ま
当
誌
に
移
す
機
会
を
え
た
も
の
で
あ

る
。
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
億
、
副
題
に
い
う
英
国
一
地
方
の
、
文
献
紹
介
な
ら

び
に
解
題
で
あ
る
が
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
賢
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
こ

で
も
ま
た
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
ど
こ
ま
で
も
英
国
地
方
史
研
究
の
管
見
に
資
し

5
れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
新
し
い
分
野
に
対
す
る
歴
史
研
究
の

第
一
歩
は
、
当
該
分
野
に
対
す
る
、
既
刊
文
献
の
知
悉
と
史
料
の
瓶
在
を
最
低

限
の
知
識
と
し
て
要
求
す
る
。
最
近
わ
が
国
に
お
い
て
、
外
国
史
研
究
の
う
え

で
も
、
地
方
史
研
究
の
必
要
が
叫
ば
れ
な
が
ら
、
地
道
な
こ
の
第
一
歩
が
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

だ
着
実
に
ふ
み
だ
さ
れ
て
い
る
と
は
、
不
幸
に
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
雲
煙
を
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隔
て
た
東
と
毯
、
南
と
北
の
断
片
史
料
が
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
思
考
の
フ
レ
ー

ム
の
な
か
で
、
か
の
月
並
類
型
的
な
ロ
ー
マ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
の
モ
ザ
イ
ク
よ
ろ
し

く
、
つ
ぎ
合
わ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
地
方
文
献
の
使
番
で
あ
っ
て
も
、

　
　
り
す
ジ
な
ナ
ル
　
ス
タ
デ
ィ
ロ

纂
の
地
方
史
研
究
と
は
い
い
が
た
い
。
た
震
た
ま
箪
者
が
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
、
北
部
英
国
僻
心
の
表
記
の
地
方
に
お
い
て
さ
え
、
こ
れ
を
既
刊
文

献
・
史
料
に
限
っ
て
み
て
も
、
そ
の
汗
牛
充
棟
の
様
に
、
実
は
一
驚
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
網
羅
で
き
な
い
ま
で
も
、
あ
る
程
度

整
序
し
、
同
学
の
士
の
便
宜
に
供
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
自
体
学
問
の
一
分
野
で

あ
る
と
い
う
さ
さ
や
．
か
な
自
足
感
が
、
本
稿
を
独
立
さ
せ
た
、
い
っ
て
み
れ
ば

ひ
と
つ
の
口
実
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
明
敏
な
読
者
に
お
い
て
は
、
必
ず
や
こ

の
研
究
文
献
の
刊
行
状
況
の
な
か
に
も
、
興
味
あ
る
英
国
地
方
史
研
究
の
一
動

向
を
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
な
お
ま
た
前
掲
稿
に
縷
説
し
た
地
図
・

雑
記
と
と
も
ど
も
、
こ
れ
ら
を
生
ん
だ
そ
の
ロ
…
カ
ル
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も

想
い
を
評
せ
て
も
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
は
こ
れ
を
望
外
の
幸
い
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
い
く
つ
か
の
項
屠
に
分
っ
て
順
次
文
献
の
概
観
を

試
み
よ
う
。

罰

般
文
献

　
英
国
に
お
い
て
も
、
地
方
史
研
究
文
献
の
整
理
と
研
究
は
、
か
な
ら
ず
し
も

ま
だ
十
分
な
域
に
達
し
て
い
る
、
と
は
い
い
が
た
い
。
ヨ
ー
ク
シ
ア
・
イ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ブ

ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
地
方
に
つ
い
て
も
、
従
来
ほ
と
ん
ど
信
頼
す
る
に
足
る
・
叉

リ
ナ
グ
ラ
フ
イ
ヨ

献
日
録
す
ら
、
刊
行
さ
れ
て
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
も
当
該
地
方

は
、
す
で
に
前
掲
稿
で
も
指
濡
し
た
よ
う
に
、
起
座
で
は
蓋
し
い
地
方
史
研
究

に
先
鞭
を
つ
け
た
、
こ
の
点
で
は
数
少
い
啓
蒙
的
な
地
方
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

他
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
研
究
の
推
進
主
体
で
あ
る
ハ
ル
大
学
に
お
い

て
も
、
大
学
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
こ
う
し
た
文
献
霞
録
作
成
の
基
礎
作
業
が
緒
に

つ
い
た
の
は
、
ま
っ
た
く
近
年
の
こ
と
に
属
す
る
。
｝
O
．
U
一
。
H
内
紫
ω
卿
囚
．

｝
竃
8
鑓
巴
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P
》
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巴
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。
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Q
δ
類
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り
ξ
9
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q
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o
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㊦
両
三
酔
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憂
国
σ
Q

o
団
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爵
u
。
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村
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d
巳
く
霞
ω
鵠
団
。
出
口
巳
㌍
同
Φ
α
①
）
は
、
こ

の
意
味
に
お
い
て
、
劃
期
酌
な
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
冒
頭
に
牲
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
著
者
み
ず
か
ら
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
そ
の
急

速
な
需
要
の
た
め
、
凱
版
後
日
な
ら
ず
し
て
ア
ウ
ト
：
万
ヴ
・
プ
リ
ン
ト
と
な

り
、
現
在
な
お
再
版
を
み
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
稿
は
多
く
を
こ
の
書
物
に

仰
い
だ
。
右
と
同
種
の
も
の
と
し
て
は
、
　
≦
欝
．
切
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目
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＜
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Q
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）

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
入
手
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ

O
．
0
3
。
ゆ
鞠
。
り
も
D
o
ξ
o
霧
碧
ム
轡
一
富
罫
2
器
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⑦
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①
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O
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δ
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8
触
ざ
嵩
q
O
占
。
◎
q
O
（
b
O
く
。
一
ω
ψ
　
一
ゆ
N
①
　
　
　
　
　
M
）
な
ど
、
　
一
般
国
民
史
に
つ
い
て
の
・
叉
献

臼
録
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
閑
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、

手
写
本
史
料
の
厨
録
と
し
て
は
、
　
一
八
七
〇
年
≦
■
O
●
切
。
置
け
興
の
編
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
ト
ラ
ル
ニ
フ
イ
ヅ
ラ
リ
ユ

な
る
も
の
が
、
ハ
ル
市
立
中
央
重
書
館
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
遺
憾
な
が
ら
、

公
刊
は
さ
れ
て
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
文
献
写
録
と
と
も
に
、
地
方
史
研
究
に
必
要
な
の
は
、
研
究
の
役

割
・
文
書
の
種
類
・
所
在
：
叉
書
保
管
行
政
な
ど
を
扱
っ
た
、
一
般
入
門
霜
の

類
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
な
が
ち
当
地
方
に
だ
け
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
般
に
、
　
つ
ぎ
の
諸
著
が
参
看
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
　
地
方
史
研

究
の
理
念
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
は
、
中
心
地
に
応
じ
て
多
少
の
解
釈
の
差
異

が
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
レ
ス
タ
ー
学
派
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
の
べ
た
も
の

と
し
て
は
、
前
稿
で
す
で
に
書
及
し
た
国
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℃
．
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讐
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。
。
お
）
は
、
表
題
に
対
す
る
簡
潔
な
概
観
で

あ
る
。
研
究
上
の
よ
り
技
術
約
な
側
面
に
関
し
て
は
、
冒
○
。
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略
）
が
、
今
日
で
も
も
っ
と
も
標
準
的
な
必
携
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
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も
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入
門

雷
の
白
摺
で
あ
り
、
永
く
そ
の
絶
坂
が
嘆
か
れ
て
い
た
が
、
限
定
部
数
な
が

ら
本
年
、
そ
れ
も
ち
か
ご
ろ
第
三
版
の
上
襲
を
み
た
。
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ほ
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、
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H
，
メ
］
）
o
二
戸
。
⑦
げ
（
α
M
黒
く
Φ
触
q
。
答
団
O
隔

ゆ
ユ
も
。
梓
O
押
同
）
O
℃
騨
H
ぼ
β
Φ
旨
げ
O
臨
》
α
篇
洋
団
α
篇
0
9
鉱
O
詳
日
の
㎝
笛
）
噛
｝
勲
O
Φ
閃
．
署
O
冨
9
y

O
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一
自
①
叶
○
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げ
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裟
ρ
け
一
〇
コ
ρ
一
2
旨
ユ
　
旧
℃
H
O
く
睡
添
O
一
麟
一
嗣
）
一
周
O
O
叶
O
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一
Φ
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O
h
図
⇔
q
一
節
．
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畠
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♂
＜
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9
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窟
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W
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璽
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瓢
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O
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①
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①
O
さ
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O
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Φ
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O
暖
鳥
ω
．
枠
げ
①
馬
弓
窯
長
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ρ
欝
瓜
O
ρ
目
①
、
一
㊤
㎝
ω
鴇

6
げ
。
》
ヨ
暮
Φ
自
顕
δ
8
裡
冨
嵩
（
一
九
五
二
年
以
降
陥
月
間
に
発
行
）
　
旨
国
電

ン
画
○
同
巳
ω
斜
口
α
国
量
一
〇
H
創
㊤
P
｝
旨
H
置
梓
H
O
O
自
¢
O
ロ
峠
O
挫
げ
O
o
Q
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β
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田
O
隔
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O
露
｝

国
院
峠
O
目
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傷
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①
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①
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ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ロ
ア

司
コ
σ
Q
蕊
げ
渥
ω
ぎ
蔓
”
6
。
。
。
。
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
英
国
歴

ソ
ー
シ
ェ
ー
シ
諏
ン
　
ナ
シ
窪
ナ
ル
・
カ
ウ
ソ
シ
ル
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス

史
協
会
・
社
会
奉
仕
国
民
評
議
会
発
刊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
出
。
も
ω

8
縁
ω
ε
伽
①
算
ω
o
胤
頃
δ
8
q
や
ぴ
O
o
二
黒
δ
8
蔓
ω
c
う
ぽ
①
ω
の
な
か
に
も
多
く
の

關
係
項
目
が
あ
り
、
円
○
．
国
軍
霞
『
o
P
窯
①
≦
ω
o
霞
8
ω
O
h
し
ご
簿
繋
げ
題
ω
8
蔓
餌

酔
げ
①
ω
霞
ゑ
8
0
暁
ρ
び
o
o
巴
菊
①
o
o
脱
α
○
醗
。
Φ
（
鵠
上
げ
。
戦
ざ
躍
．
ω
こ
く
。
ピ
王
臣
り

岱
8
．
ぱ
ど
鼠
卜
⊃
・
餌
づ
畠
ば
G
◎
り
一
り
劉
）
噛
ρ
回
Q
Q
疑
8
押
諸
。
象
。
く
巴
と
く
厳
。
・

（
顕
陣
匂
隠
け
O
H
）
「
讐
り
嗣
．
　
ω
ご
　
り
【
”
　
円
の
N
の
）
…
｝
■
男
と
く
際
冨
ヨ
9
6
プ
。
寓
①
畠
一
〇
く
鉱
♂
＜
葭

霧
㊤
o
α
o
q
器
o
o
h
び
o
o
身
頃
訪
峠
o
H
団
（
出
置
ε
H
《
8
Φ
餌
。
げ
Φ
巴
．
ω
冨
溢
8
鷺
斜
嵩
ざ

。り

B
℃
悔
O
o
f
H
8
轟
）
…
φ
○
・
b
d
o
点
毛
①
昌
。
。
層
面
嬬
『
鍵
益
叶
げ
。
貯
毒
酒
①
㌶
σ
o
暮
。
。
”

お
ω
O
な
ど
、
多
少
と
も
特
殊
に
わ
た
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
論
文
と
と
も
に
参

照
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
わ
が
国
の
研
究
者
に
は
、
容
易
に
は

ま
だ
達
し
難
い
が
、
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
関
し
て
は
、
差
当
っ
て
次
の
諸
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

が
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
に
は
馴
れ
を
不
可
欠
と
す
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
諸
著
も
た
ん
な
る
拙
論
に
す
ぎ
な
い
、
と
は
専
門
家
の
一
致
し
た
見

解
で
あ
る
。
国
．
O
賦
①
く
ρ
ω
o
ヨ
①
国
図
㊤
直
覧
。
ω
o
｛
国
に
σ
q
罵
ω
ぴ
誕
ρ
⇒
山
亥
謡
鉱
膨
α
Q
り

お
お
噛
創
。
ご
諸
○
器
罰
×
β
ヨ
営
①
。
ほ
o
h
団
コ
σ
Q
配
ω
プ
自
鎖
託
芝
証
怠
昌
α
q
』
霧
O
（
国
G
。
ω
①
擁

6
0
滞
馨
矯
甥
Φ
o
o
a
O
齢
8
）
旧
○
｝
○
財
。
簿
9
日
臼
コ
9
圏
類
霞
昌
ω
o
詳
閤
昌
α
Q
雛
ω
げ

O
O
償
H
け
国
ρ
鄭
創
　
円
O
N
8

　
　
　
　
　
”

　
そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
本
論
に
入
っ
て
、
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
一
般

文
献
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
を
発
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
次
に

掲
げ
る
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
玉
石
混
清
で
あ
り
、
と
く
に
ア
マ
チ
ュ
ア
歴
史
家

に
よ
る
前
世
紀
の
諸
著
に
は
、
　
今
日
批
判
に
堪
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
し
か

し
、
ま
ず
事
実
知
識
の
集
積
に
お
い
て
、
過
去
と
地
方
に
対
す
る
卓
越
し
た
共

感
に
お
い
て
、
読
春
に
つ
ぎ
せ
ぬ
興
味
を
呼
ぶ
の
も
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
島
で
あ

る
。
地
方
史
家
に
ま
ず
必
要
な
メ
ン
タ
ル
な
準
備
的
雰
斎
女
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
と
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
ら
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
○
．
℃
〇
三
ω
o
戸

麟
冨
8
村
《
ρ
鄭
O
》
幹
5
三
訟
φ
ω
o
｛
紳
プ
①
ω
魚
σ
Q
昌
。
同
《
o
h
諸
o
a
①
浮
①
。
。
ω
（
悼
ぐ
。
誘
ご

一
。
。
き
乱
H
）
は
、
こ
の
よ
う
な
前
世
紀
の
地
方
史
文
献
の
5
ち
、
今
日
な
お
引

用
書
と
し
て
た
え
う
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
。
イ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
、
ン
グ

東
半
金
、
か
の
中
歯
以
来
の
大
封
領
ホ
ル
ダ
ー
ネ
ス
諸
教
区
に
関
す
る
無
限
の

宝
庫
で
あ
る
。
そ
の
他
、
日
諺
嬬
①
P
諺
翅
①
嶺
ρ
群
鳥
6
0
熟
覧
①
＄
頃
置
挫
。
蔓

o
h
鷺
6
6
0
賃
解
団
。
隔
く
。
目
犀
（
①
ノ
δ
冨
、
お
ト
ひ
○
。
Y
　
9
』
．
Q
Q
げ
Φ
p
プ
勲
H
日
卿
β

名
財
巴
㌶
P
　
鵠
置
8
村
団
9
H
乙
勇
。
鷺
σ
q
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o
h
肖
。
託
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㊤
鵠
α
酔
げ
Φ
図
器
け

菊
δ
ぼ
σ
q
o
｛
尾
。
蝋
犀
。
。
｝
鼠
お
（
一
Q
。
朝
0
1
1
切
①
ど
日
じ
げ
巳
ヨ
。
斜
貧
窮
ε
H
ざ
8
0
慧
σ
Q
轟
面
長

斜
冨
負
d
群
①
0
8
H
団
。
団
山
霧
け
尾
。
巴
財
。
段
匡
H
ρ
富
8
嚇
θ
切
臥
障
。
も
。
噂
く
。
詰
窪
匿
お

男
欝
ω
け
ρ
ロ
α
勺
屍
。
ω
Φ
暮
（
腿
ノ
δ
ぴ
”
ρ
H
Q
。
刈
？
同
Q
◎
刈
9
①
。
ゆ
や
く
。
ピ
貯
）
同
旨
ω
●

国
δ
汁
。
げ
①
さ
》
℃
営
叶
償
屋
ω
論
環
Φ
潤
δ
8
吋
団
。
法
網
○
屍
財
。
。
ぼ
お
（
ω
＜
o
尻
・
H
Q
。
Φ
Φ
一

蕊
母
）
噛
○
「
い
ρ
芝
8
詳
O
o
罵
o
O
甑
o
H
興
篇
日
0
8
｝
o
ω
甑
霧
銘
。
伊
凄
ヨ
言
島
0
8
毘

国
σ
o
吋
ρ
o
o
嵩
ω
い
　
O
o
胃
o
o
鉱
。
轟
ω
お
㌶
聴
く
①
言
Ω
崔
饗
げ
①
。
。
銭
遂
6
げ
ρ
娼
①
一
ω

毛
諺
口
ぎ
汁
財
Φ
U
｝
o
o
o
。
。
窃
。
団
畷
。
思
醤
鍵
酌
男
平
壌
p
（
島
。
ノ
．
9
q
。
鵠
μ
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。
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ρ
目
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◎
欝
）
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り
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叫
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O
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ρ
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①
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団
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O
犀
蜜
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昌
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仲
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⑦
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①
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．
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け
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①
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⑦
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搾
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．
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⑦
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①
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①
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◎
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．
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潜
く
O
H
一
内
も
。
｝
幽
居
Φ
（
㎝
く
O
一
ω
ご
一
Q
Q
o
Q
一
1
Q
Q
心
）
嚇

日
●
日
ず
O
昌
P
娼
O
o
O
口
》
　
O
O
c
ひ
岡
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⇔
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①
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＜
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①
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く
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①
節
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O
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ω
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村
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⇔
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⇔
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＜
O
励
犀
Q
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一
賊
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ρ
灘
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げ
①
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縁
　
鎗
ω
o
つ
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O
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昌
ω
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も∂

モ
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〇
α
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甫
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ぐ
く
財
騨
①
噛
諺
　
　
ジ
H
O
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汁
げ
　
一
昌
　
緒
O
円
一
ハ
ω
げ
一
浴
①
い
H
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◎
㎝
G
Q
嚇
8
．
8
・

ぐ
園
隷
α
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一
創
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q
ρ
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儒
①
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餌
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○
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②

と
い
っ
た
名
著
が
、
一
般
譲
と
し
て
は
、
前
世
紀
の
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
世
紀
に
入
っ
て
も
、
こ
れ
ら
に
批
判
を
加
え
つ
つ
、
こ
う
し
た
著
作
が
減
じ

た
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
目
ぼ
し
い
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、
捗
o
Q
げ
①
唱
も
異
倉

泌
釦
一
一
P
昌
畠
田
げ
①
図
㊤
q
ゆ
げ
男
一
α
一
驚
σ
q
O
臨
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げ
一
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層
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O
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げ
①
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仲
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げ
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仲
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①
。
”
ぎ
ぎ
鼠
蔓
。
・
一
途
Φ
・
団
麟
巳
こ
8
0
）
廟
野
》
ヨ
⊆
①
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．
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①
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㎝
一
｝
・
団
ρ
一
冠
h
ρ
×
一
】
W
一
ρ
昇
①
げ
O
壇
〇
二
σ
q
プ
い
ノ
「
O
境
瞠
ω
げ
一
同
ρ

国
9
も
a
叶
H
認
α
一
宮
σ
Q
層
日
Φ
朝
一
“
ロ
ン
劉
囲
．
局
騨
出
O
♂
＜
》
ジ
繭
Φ
ヨ
O
ユ
餌
｝
ω
O
鴎
〇
一
α
鴫
○
三
一
（
も
。
げ
一
村
ρ

一
①
O
ゆ
勤
ン
・
詩
．
Q
o
．
　
O
G
げ
O
び
㊦
匙
こ
　
O
O
餌
昌
昏
団
男
○
國
障
け
O
同
ρ
h
〈
”
目
⇔
の
汁
図
陣
鳥
凶
嵩
σ
q
O
h

＜
O
同
一
（
o
降
げ
一
目
Φ
　
（
想
〇
一
H
（
　
困
し
O
柑
O
　
も
Q
O
O
一
⑦
け
累
”
一
リ
ド
b
⊃
）
一
｝
．
司
．
フ
痢
O
H
艮
9
　
日
プ
¢
　
国
騨
の
け

影
一
伽
一
コ
α
Q
O
h
鴫
O
目
口
ω
げ
騨
①
（
↓
プ
①
嗣
U
搾
蔦
①
○
口
博
山
Φ
ρ
ω
日
田
増
①
〆
、
口
幅
O
伽
①
9
》
H
り
Q
σ
b
⊃
）
剛

◎
O
ご
　
磯
O
琶
搾
自
。
げ
岡
目
①
　
閑
Φ
諺
四
望
坤
Q
陰
O
①
口
O
ρ
　
圃
㊤
ト
つ
さ
⊃
旧
　
月
．
　
Q
Q
け
騨
一
己
｛
O
壇
汁
げ
M
　
閑
騨
彦
σ
一
①
ω

ρ
門
o
q
鐸
鳥
顕
巳
だ
回
㊤
彊
G
。
な
ど
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
、
の
諸
著
を

通
じ
て
、
多
く
は
地
方
人
で
あ
る
有
名
無
名
の
地
方
史
簸
の
名
前
と
ソ
そ
の
関

心
の
在
り
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
関
心
の
内
容
と
変
化
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
で
に
前
野
で
も
縷
説
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
し
か
し
、

前
世
紀
か
ら
の
偉
大
な
地
方
史
学
会
誌
鴫
。
甚
。
・
竃
お
》
琴
げ
ρ
8
δ
σ
q
ざ
巴
旨
。
偉
マ

β
巴
（
以
下
磯
．
》
●
触
と
略
）
を
は
じ
め
、
　
同
風
簿
磯
。
閃
閃
。
。
窪
お
目
o
o
巴

鵠
δ
8
蔓
ω
Φ
ほ
①
ω
（
以
下
国
．
磯
．
U
●
瓢
．
も
。
■
と
略
）
、
　
二
二
霧
ρ
o
鉱
o
H
誘
o
h

夢
①
田
ω
鎌
倉
窪
謁
≧
託
紹
ρ
壼
障
ω
。
。
糞
唄
（
以
下
日
同
．
舛
．
》
・
ω
・
と

略
）
、
門
口
鱒
⇔
Q
o
g
O
鉱
O
コ
ω
○
臨
梓
び
①
（
甲
①
O
同
σ
q
一
卿
賃
ω
O
O
一
①
け
団
h
O
吋
図
ρ
ω
け
鴫
O
H
評
◎
o
ゲ
一
噌
①

（
以
下
］
リ
●
○
．
ψ
図
．
く
．
と
略
）
、
田
巳
一
隅
端
ω
0
5
ヨ
℃
葺
玄
8
ρ
臨
9
お
（
以

下
鎖
．
裟
．
℃
●
と
略
）
な
ど
の
刊
行
物
、
ま
た
短
命
で
は
あ
っ
た
が
、
ノ
げ
屈
耀
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ω
プ
搾
。
　
鷺
。
待
0
ω
9
p
ら
ρ
郎
O
誌
の
ψ
（
ド
Q
◎
o
O
α
1
日
o
Q
の
O
）
、
　
く
o
H
犀
ψ
財
冒
O
O
φ
欝
o
o
一
〇
破
門
台

（μ

p◎
モp

ﾘ
一
一
Q
Q
Φ
O
）
、
磯
O
門
犀
ω
げ
綜
Φ
切
一
び
瓢
O
σ
q
戦
9
℃
げ
Φ
目
（
一
〇
◎
Q
Q
O
o
）
、
く
O
尻
閃
も
。
げ
ぐ
Φ
幣
○
漏
壷

一
〇
村
⑳
（
回
c
Q
G
Q
Q
◎
）
磯
O
峠
ド
ω
財
跨
①
O
O
β
圃
詳
団
ン
幽
餌
σ
q
ρ
鳳
づ
⑦
（
ド
o
O
り
日
－
一
Q
Q
Φ
腿
）
、
宏
O
¢
器
吋
P

O
①
欝
8
5
日
置
挫
（
日
O
Q
Φ
q
I
陣
¢
O
悼
）
な
ど
の
公
刊
を
可
能
に
し
た
の
は
、
こ
う
し
た

多
彩
な
執
筆
陣
と
地
方
に
対
す
る
関
心
の
存
在
で
あ
っ
た
。
な
お
、
　
一
般
文
献

と
し
て
、
こ
こ
で
跨
。
α
ω
o
o
同
旨
伽
》
H
o
ぼ
富
。
ε
窮
一
ω
o
o
δ
就
Φ
。
・
男
①
唱
。
具
ω
即
昌
畠

℃
名
段
ω
、
畷
◎
葺
ω
露
H
o
℃
ρ
甑
ω
臣
犀
①
σ
Q
置
げ
霧
ω
o
鼠
Φ
身
の
刊
行
物
、
そ
し
．
て

皿取

繧
ﾉ
、
＜
一
〇
け
○
ユ
ρ
O
O
煽
¢
け
矯
韻
一
の
仲
O
同
唄
O
暁
く
O
目
匿
ω
げ
一
円
①
（
以
下
く
．
O
．
鵠
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

尾
。
昏
ω
．
と
略
）
を
つ
け
加
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
英
国
地
方
史
研
究
が
、
ま
ず
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
か
ら
発
達
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
も
前
述
し
た
が
、
こ
こ
で
よ
り
広
義
の
地
誌
　
　
地
理
・
地
質
、

そ
れ
に
関
連
あ
る
農
業
・
自
然
史
等
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
．
が
歴
史
生
成
の
一
般

的
フ
レ
ー
ム
を
提
供
し
た
と
い
う
意
味
で
、
便
宜
上
こ
こ
で
の
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
地
理
・
地
質
に
関
し
て
は
、
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
き
、
左
記
の
よ
う
な

著
作
が
あ
る
。
鋒
》
目
．
0
9
Φ
讐
緊
0
8
。
。
o
嵩
窪
μ
o
O
8
ざ
σ
Q
図
o
h
雌
δ
国
巳
押

切
帥
月
切
乙
自
一
①
《
9
臣
鳥
ノ
＜
O
ω
自
切
｛
鳥
一
三
α
q
旨
旨
鵠
O
怠
O
旨
菊
轡
一
一
≦
㊤
蜜
ρ
一
口
◎
回
）
O
O
鍔
惣
一
Q
Q
Q
Q
①
嚇

榊
％
・
U
9
閑
団
g
陰
ρ
μ
島
0
9
司
O
猟
－
Q
Q
叶
巴
伊
置
璽
く
帥
団
ρ
目
｝
μ
①
Q
①
O
一
〇
鵯
O
囲
H
W
賦
片
角
昌
σ
q
一

骨O

･
　
切
轡
団
（
該
O
臣
O
貯
o
e
　
O
胤
　
鷺
6
　
0
0
0
｝
O
σ
Q
♂
僻
一
　
ω
舞
H
＜
O
団
》
回
o
Q
o
Q
α
）
廟
Ω
●
熱
Φ

嗣W

n
Φ
ゴ
　
艶
　
　
均
D
績
ω
枠
O
ヨ
　
O
断
　
∩
端
ρ
O
一
①
触
　
ピ
9
犀
Φ
匂
。
　
一
昌
　
¢
μ
Φ
　
嘱
O
吋
罫
ω
げ
一
層
①
　
〈
『
O
一
α
ω

（
℃
H
O
O
①
O
象
謬
σ
Q
ロ
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．
O
｛
¢
6
　
く
O
H
騨
ω
げ
貯
O
O
O
O
一
〇
σ
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一
〇
麗
一
ω
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〇
枠
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拷
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く
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隔

山
ρ
、
目
ロ
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冨
♂
ユ
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台
ρ
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β
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鷺
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犀
。
Ω
の
ρ
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σ
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ρ
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財
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σ
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ご
．
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搾
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げ
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①
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⑦
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財
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讐
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①
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〇
σ
q
団
○
暁
鶏
O
一
自
⑦
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台
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①
＜
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◎
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鐸
仏
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①
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①
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○
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♂
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①
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①
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ご
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①
団
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G
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8
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唱
℃
騨
目
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｝
お
　
ツ
幽
P
障
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昌
σ
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国
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Q
噂
汁
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畠
げ
岸
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一
り
O
①
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日
｝
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囲
○
碑
け
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○
ノ
＜
⇔
ω
　
O
隔
　
♂
げ
①
　
鴫
O
目
ぽ
も
ね
｝
昌
励
①
　
O
O
餌
ω
辞
　
同
O
P
ゆ
　
　
創
O
ご
　
O
O
O
｝
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α
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紳
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国
僻
ヨ
σ
一
①
g
ロ
　
一
コ
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簿
Q
o
け
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O
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ぽ
ω
げ
一
目
O
層
一
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O
Q
Q
噛
創
O
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団
曽
ω
け
く
O
躊
（
Q
o
げ
一
存
①
国
一
ω
け
○
邑
団

一
P
唱
一
ρ
口
　
9
鵠
篇
　
O
財
欝
目
げ
（
8
．
国
．
労
．
〉
●
Q
α
ご
呂
一
婦
）
…
ピ
く
．
ω
已
一
¢
ど
》
鄭
O
一
①
鵠
け

ω
℃
ほ
口
σ
q
ω
　
p
コ
α
　
o
D
砕
触
。
舘
昌
④
○
楠
叫
び
。
　
国
p
簿
　
甥
一
a
部
σ
q
讐
一
㊤
い
⊃
ω
一
く
・
奄
臨
ω
O
P

】W

艪
ﾉ
臨
四
　
切
O
α
q
一
〇
串
嘱
目
　
〇
①
O
一
〇
σ
Q
団
”
図
勲
ω
け
　
く
○
吋
犀
Q
c
ぴ
畔
①
9
轟
自
　
い
一
部
O
O
一
添
ω
げ
貯
O

（
O
o
O
δ
α
Q
一
〇
巴
　
Q
Q
口
巴
く
。
鴫
　
舘
H
岱
　
ツ
・
野
誤
。
窮
昌
　
℃
藁
σ
｝
一
〇
9
江
O
富
切
’
μ
O
駆
O
Q
）
脚
℃
・
閃
・

H
（
O
路
幽
P
雪
路
図
層
鵠
・
！
＜
触
O
O
戸
Ω
O
O
一
〇
撃
O
h
く
O
識
肖
の
ゴ
｛
吋
P
b
⊃
〈
〇
一
匂
喚
》
H
O
b
Ω
癖
愚
図
”

響
覧
ρ
6
財
Φ
U
O
。
。
げ
8
0
毛
⇒
。
。
o
団
夢
O
四
阿
日
ぴ
。
お
同
○
。
o
。
Φ
（
本
書
に
つ
い
て
は
、

前
掲
8
噸
Q
Q
｝
δ
℃
憎
鍵
畠
説
と
の
論
争
に
注
意
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
国

が
、
た
と
え
ば
、
麟
．
O
．
∪
錠
σ
ざ
瓢
δ
ε
誌
O
巴
0
8
σ
Q
巴
9
℃
ゲ
累
O
協
闘
⇒
o
Q
貯
P
創

σ
O
h
O
「
①
　
同
o
Q
O
O
．
（
一
㊤
継
G
◎
）
一
　
ぴ
「
　
一
）
’
　
ω
挫
¢
コ
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℃
讐
　
切
ユ
ぼ
ピ
一
翼
．
も
ゆ
　
Q
り
げ
目
償
O
け
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同
①
　
二
巴
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ω
8
け
。
冠
団
讐
日
㊤
蔭
⑦
な
ど
、
全
國
的
な
地
理
的
叙
述
と
の
関
連
の
も
と
に
読
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
5
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
古
地
図
に
つ
い
て
は
、

ハ
ル
市
中
央
図
書
館
が
、
ぼ
う
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
リ
ス
ト
を
も
つ
て
い
る

が
、
差
当
っ
て
は
、
　
＜
．
諺
の
ω
冒
渕
Φ
o
o
a
o
D
Φ
試
Φ
。
。
一
躍
門
脇
ゑ
に
、
　
一
五
七
七

年
よ
り
一
九
〇
〇
年
に
い
た
る
古
地
図
の
リ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
。

　
褒
業
が
、
地
理
的
制
約
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も
変
り
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
レ
イ

い
。
試
み
に
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
填
土
質
の
ホ
ル
ダ
ー
ネ
ス
と
チ

皿
ー
ク
質
の
ウ
ォ
ー
ル
ド
地
方
と
で
は
、
い
ま
な
お
農
業
景
観
に
お
い
て
、
し

た
が
っ
て
ま
た
人
事
の
歴
史
に
お
い
て
、
開
ら
か
な
差
異
を
呈
す
る
が
、
時
代

を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
そ
の
変
化
は
著
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
は
、
地
方
史
生
成
の
ひ
と
つ
の
場
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
地
質
と
農
業
史
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
ヴ
ァ
イ
タ
ル
な
労
作
は
、

ま
ず
ω
・
国
．
｝
・
切
霧
戸
国
9
・
ω
け
鴫
。
霞
。
。
ぼ
増
ρ
諺
ω
ε
身
ご
〉
σ
Q
蹴
。
⊆
一
汁
農
巴

0
8
σ
q
壼
唱
ξ
”
一
徳
O
に
指
を
屈
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
後
壁

U
●
Q
Q
鍵
ヨ
や
門
び
①
い
9
添
α
9
切
ユ
挫
繊
詳
6
騨
Φ
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①
岩
詳
o
h
夢
①
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曽
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O

d
鉱
嵩
鑓
賦
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笥
ω
霞
！
δ
団
o
h
b
ご
ユ
夢
ヨ
”
営
・
心
Q
。
M
く
。
昏
。
巾
び
一
器
閃
葺
け
菊
＆
言
σ
q
”

お
齢
に
よ
っ
て
補
備
さ
れ
た
が
、
ま
ず
こ
の
二
書
は
当
該
地
方
に
お
け
る
農

業
史
研
究
の
必
携
書
と
い
っ
て
よ
い
。
　
》
㌶
p
国
鍵
ユ
ρ
℃
話
－
①
コ
島
o
Q
。
賛
Φ

諺
σ
Q
嵩
。
巳
9
吋
鉱
o
Q
暴
言
讐
ω
凶
轟
夢
①
国
負
け
菊
乙
ヨ
α
q
（
ピ
O
嵩
自
O
昌
ン
臼
●
》
阜
叶
び
①
ω
一
句
◎
）

樵
、
ハ
ル
大
学
地
理
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
当
然
な
が
ら
ふ
ん
だ
ん
に
地

方
文
書
と
地
図
を
使
っ
た
詳
密
を
極
め
た
も
の
。
　
○
．
国
・
♂
＜
筥
ハ
貯
ω
o
ジ
目
7
0

諺
α
Q
臨
。
巴
ぎ
尉
塗
師
①
〈
o
罫
試
。
μ
騨
島
Φ
図
遁
げ
蜀
巳
ヨ
σ
q
（
国
・
鴫
・
野
湿
．

ω
o
識
o
ρ
障
◎
・
μ
δ
朝
①
）
と
打
電
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一

般
に
十
七
世
紀
ま
で
の
農
業
史
に
関
し
て
は
、
文
献
は
少
な
い
。
テ
ユ
ー
ダ

ー
・
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ュ
ア
そ
の
他
に
関
し
、
ま
ず
次
の
研
究
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

窓
．
≦
・
切
①
器
ω
8
巳
”
観
お
目
。
ω
け
く
筥
餌
σ
q
霧
。
暁
団
口
σ
Q
ダ
只
一
．
お
綬
…
鳥
。
こ

鴫
．
》
●
9
置
屡
誘
く
芦
　
騒
×
冠
！
・
一
圃
ご
　
財
円
．
1
＜
．
し
d
⇔
ユ
。
ざ
　
国
簿
ω
汁
鴫
。
五
二
ぎ
目
。

竃
騨
目
。
試
鉱
切
鴇
山
郭
白
鷺
（
＜
■
鋭
｝
ご
因
呂
拷
く
）
嚇
伽
。
‘
○
淫
酒
諾
了
冨
σ
q
窯
φ
夢
○
翁

ヨ
国
器
汁
磯
g
園
ω
ぼ
村
①
（
一
由
響
窯
・
℃
■
u
雷
O
．
　
回
ω
も
Ω
）
…
寧
Q
D
．
℃
¢
H
く
β
く
・
｝

ナ
ズ
擁
轟
く
ご
　
寓
8
ぴ
器
同
U
第
憐
○
詳
勺
9
や
9
ぴ
凶
。
昌
（
一
9
ω
鳩
巴
ご
旨
■
ノ
ダ

出
。
げ
①
ポ
H
ゆ
ω
Q
。
）
。
な
お
、
十
七
世
紀
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
が
誇
り
う
る
古
典
的
農
書

日
日
。
頃
貧
ヨ
ヨ
σ
q
b
ご
o
o
犀
o
h
匿
。
葭
《
切
⑦
。
。
け
。
｛
麟
｝
営
の
毒
Φ
芦
巴
．
ρ
切
・

劉
。
旨
｝
窪
。
（
ω
舞
富
⑦
ω
0
り
○
ρ
－
矧
観
甑
δ
　
に
つ
い
て
は
、
前
掲
稿
の
記
述
と

写
真
を
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
十
七
世
紀
ま
で
は
、
　
こ

の
ヘ
ン
リ
…
・
ベ
ス
ト
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
　
断
片
的
な
荘
園
史
料
に
よ

っ
た
現
在
の
微
々
た
る
研
究
は
あ
っ
て
も
、
同
身
代
史
料
と
し
て
の
農
書
は
、

絶
無
に
近
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
十
八
世
紀
、
こ
の
地
方
に
対
す
る
改
良
農
業

の
導
入
と
と
も
に
、
俄
然
そ
の
数
を
増
す
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
思

料
状
況
か
ら
い
っ
て
も
、
　
今
後
の
研
究
は
、
　
む
し
ろ
こ
の
蒔
代
に
注
が
れ
な

け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
は
不
可
能
で
も
あ
り
、
ま
た
意
味
が
な
い
、
　
と
さ
え
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葱
わ
れ
る
。
　
次
に
こ
れ
ら
の
諸
著
を
あ
げ
て
お
く
。
　
O
・
ピ
ゆ
α
q
鴛
窟
℃
ユ
器

男
O
℃
O
詳
O
渇
酔
げ
①
屑
拶
村
ヨ
ぎ
σ
q
o
｛
精
げ
。
罰
簿
ω
け
切
乙
ヨ
σ
q
o
h
＜
○
塊
閃
匂
α
三
お

（匂

B
霞
目
巴
o
h
¢
6
菊
。
団
巴
》
σ
p
嵩
。
巳
伴
巨
鉱
ω
0
9
①
伴
ざ
貫
》
冨
お
）
嚇
芝
・

諸
簿
湊
ザ
銑
ご
日
劉
⑦
力
二
『
鑓
国
o
o
ご
O
ヨ
《
o
h
く
。
匹
畠
匿
同
㊦
（
邸
く
9
。
。
”
㊦
畠
Q
の
・
瞬
刈
o
O
o
◎
・

嬬
。
◎
④
）
…
H
・
ぴ
。
卑
プ
餌
ヨ
一
〇
〇
謬
①
H
巴
く
3
斐
。
囲
鉱
6
諺
α
Q
訟
。
巳
伴
葺
器
o
h
、
＜
o
H
ギ

。謄

繩
增
h
国
忌
梓
緊
箆
貯
α
q
智
寄
り
合
○
■
｝
◎
6
0
0
閥
ρ
日
。
懇
σ
q
タ
℃
ぼ
。
巴
曽
舞
阪

ω
酔
箕
騎
試
。
鎮
U
湧
。
は
℃
賦
O
昌
○
｛
蔦
δ
6
0
g
添
け
団
◎
脇
く
。
目
ぎ
○
一
Q
◎
H
b
o
鴇
U
鎖
昌
亀

回
）
Φ
協
O
ρ
掛
　
日
O
篇
触
自
昌
O
．
け
げ
Φ
≦
げ
O
回
O
H
鞠
。
一
掃
嵩
篇
O
暁
O
噌
①
P
峠
ヒ
d
回
．
謬
鉱
戸
9
◎

4
0
冨
ご
困
刈
卜
）
蒔
一
b
D
刃
嚇
　
国
曹
閃
●
ω
睦
野
島
。
置
餌
口
9
》
α
q
ユ
。
巳
梓
償
お
。
臨
汁
げ
①
団
霧
紬

即
銭
ぎ
σ
q
o
h
　
鴫
。
同
旨
ω
げ
貯
ρ
同
G
◎
H
』
⊃
一
　
ρ
］
田
O
≦
⇔
「
ρ
○
①
鄭
①
二
巴
く
δ
萎
o
h

爲
拓
諺
σ
q
欺
。
旺
け
葺
戦
o
O
暁
睦
ぴ
①
尉
勲
。
。
け
菊
賦
h
謬
α
q
o
h
く
σ
臨
（
ω
匿
巴
①
”
一
〇
Q
Q
Q
α
…
≦
．

妻
ユ
α
q
げ
戸
H
ヨ
℃
8
く
①
密
。
昌
室
。
｛
叶
げ
①
喝
帥
頃
寒
雲
α
q
o
帖
く
O
目
鐸
ω
窪
『
ρ
同
Q
◎
O
b
Q
”

語
暮
プ
q
殴
畷
。
望
μ
σ
q
》
｝
ω
騨
試
O
β
什
ゴ
。
。
、
8
0
虚
噌
仲
プ
目
O
β
σ
Q
び
汁
ロ
。
乞
。
寡
げ
o
h

瞬
冨
σ
Q
貯
嶺
9
蒔
く
。
δ
ご
閤
δ
り
や
O
び
q
ユ
の
ざ
日
げ
①
く
。
『
閃
ω
ぼ
お
．
．
O
δ
℃
類
簿
¢
同
鵠
ω

O
暁
同
Q
◎
O
μ
（
く
。
『
渥
ω
ぼ
器
尊
d
巳
δ
¢
溢
○
臨
国
O
o
づ
。
ヨ
討
餌
昌
畠
ω
O
鼠
9
菊
O
ω
Φ
ρ
畦
。
ダ

く
。
ド
座
配
O
●
卜
⊃
）
…
国
拷
跨
9
0
房
坤
O
旨
臨
δ
9
一
添
賃
＄
ω
o
鴨
掲
げ
①
頃
2
創
①
H
づ
①
ω
ω

跨
α
q
ユ
O
巳
配
員
罵
巴
ω
0
9
簿
団
団
同
9
β
け
び
O
団
。
直
p
山
江
δ
窃
O
団
け
げ
①
Q
Q
o
9
簿
鴫
一
p

嬬
㊤
㎝
β
勺
ぎ
臨
6
緒
。
鍵
日
○
。
α
O
（
円
Q
。
㎝
Q
Q
）
。
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
に
対
し
て
、
現

在
の
研
究
が
上
掲
S
・
E
・
」
・
ベ
ス
ト
ら
の
も
の
だ
け
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

数
は
ま
だ
い
た
っ
て
少
な
い
。
罫
O
．
ダ
窯
3
ヨ
9
目
冨
燭
目
酒
番
要
語
。
鮒
射

ヨ
ρ
戸
勺
霧
撞
蔦
葛
℃
弓
Φ
。
。
能
昏
℃
廻
り
ト
っ
o
Q
…
ソ
自
⇔
層
々
難
詰
℃
ω
o
P
＞
一
ヨ
p
『
o
囲
貧
回

国
奉
鉱
轟
ω
。
ぎ
。
＝
箒
ρ
ぎ
詰
・
ω
琴
④
＜
豊
謎
㊦
レ
。
。
2
は
、
と
も
に
・
…
カ

ル
な
農
業
労
働
事
情
を
扱
っ
た
も
の
、
　
萌
潜
は
ナ
フ
ァ
ト
ソ
村
ノ
さ
霞
p
ヨ

しd

拒
ﾐ
⑦
ω
の
俵
記
に
よ
り
、
後
置
は
ポ
イ
ン
ト
ン
村
書
鋪
の
農
村
労
働
者
教
育

に
つ
い
て
の
興
昧
あ
る
話
題
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

こ
の
時
代
の
農
業
史
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
の
は
、
　
か
の
国
轟
。
δ
ω
母
。

諺
毛
霞
房
で
あ
る
が
、
そ
の
ぼ
う
大
な
言
書
・
地
図
類
も
、
い
ま
は
ま
だ
ベ
ヴ

ァ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
．
の
書
罐
に
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
最
後
に
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
　
ヒ
ス
ト
リ

自
　
然
　
史
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
差
当
っ
て
は
、

＜
・
ρ
国
・
く
〇
二
畠
∴
寧
男
夘
。
σ
貯
ω
o
P
8
財
σ
閃
δ
憎
p
o
h
仲
げ
。
国
詞
け
甥
箆
ぎ
σ
Q

o
幅
く
。
証
拳
口
器
”
一
り
O
Q
触
毛
電
国
ゆ
O
す
証
（
曾
多
し
d
o
団
Φ
ω
、
目
｝
δ
切
㌶
島
ω
o
』

く
○
藁
。
。
貧
村
ρ
笛
く
。
望
お
O
刈
な
ど
を
摺
幽
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
な
お
、
一
般
交
献
の
紹
介
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
当
該
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
地

方
史
研
究
機
関
・
史
料
所
在
地
等
に
つ
い
て
も
簡
単
に
需
及
し
て
お
く
こ
と
が
、

必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
自
明
の
こ
と
な
が
ら
、
　
一
般
に
地
方
文
書
が
、
そ
の
地

方
に
お
い
て
の
み
見
ら
れ
る
、
と
い
う
保
証
は
な
い
。
ま
た
対
象
テ
ー
マ
の
階

代
別
史
料
が
、
各
種
文
書
の
な
か
に
分
散
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

も
、
欝
を
要
し
な
い
。
つ
ま
り
、
史
料
の
隠
閲
的
・
空
閥
的
な
分
散
は
、
ほ
と
ん

ど
無
限
に
近
い
、
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
文
書
を
扱
い
な
れ
た
史
家
に
は
、

宮
明
な
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
も
、
主
と
し
て
セ
カ
ン
ド
・
ハ
ン
ド
な
集
輯
史
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料
に
の
み
し
か
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
わ
が
国
の
西
洋
炎
家
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

ほ
ど
深
刻
に
は
考
え
ら
れ
て
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
も
の
は
、

問
題
意
識
さ
え
あ
れ
ば
直
ち
に
歴
史
が
書
け
る
と
思
う
錯
覚
、
で
な
い
ま
で
も

両
藩
の
上
す
べ
り
な
混
合
な
の
で
あ
る
。
試
み
に
思
え
。
い
ま
問
題
の
村
落
焚

を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
　
た
と
え
ば
O
o
簿
首
σ
q
げ
拶
ヨ
と
い
う
ハ
ル
市
近
郊
の

一
古
村
の
史
料
は
、
前
稿
に
あ
げ
た
ベ
ヴ
ァ
リ
ー
古
文
書
館
所
蔵
の
文
書
に
限

っ
た
だ
け
で
も
、
幾
組
の
家
族
文
書
の
な
か
に
分
散
し
て
い
た
こ
と
か
。
さ
ら

に
ま
た
、
当
村
が
ノ
ル
マ
ン
征
服
後
は
ω
貯
富
士
野
。
家
の
所
領
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
ま
た
そ
の
チ
ャ
ー
タ
…
を
求
め
て
、
ロ
ン
ド

ン
あ
る
い
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
へ
と
、
そ
の
足
を
伸
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。
歴
史
学
の
方
法
と
は
、
別
に
主
倒
な
理
窟
で
は
な
い
。
r
だ
が
、
よ
り

至
難
な
の
は
、
お
そ
ら
く
何
年
か
を
要
す
る
こ
の
よ
う
な
渉
猟
と
整
理
と
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
頗
る
不
十
分
な
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
馬
腹
的
な
蛮

勇
で
は
な
く
、
着
実
な
外
国
地
方
史
研
究
の
道
程
の
一
助
に
も
と
、
こ
の
稿
を

書
き
つ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ま
ず
、
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
研
究
に

と
っ
て
も
、
無
視
し
え
な
い
巨
大
な
中
央
研
究
機
関
と
史
料
の
所
在
地
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、
℃
¢
σ
ぎ
図
①
o
o
乙
○
臨
8
、
切
身
経
皮
鍔
器
①
口
諺
、
切
。
鼠
。
貯
灘

こ
げ
同
憂
ざ
○
蔦
。
乙
の
三
者
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
第
三
番
目
の
も
の
は
、
多

く
の
磯
。
碁
ω
謀
お
譲
Q
o
O
Q
●
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
二
者
に

つ
い
て
は
、
＜
．
O
．
O
巴
酵
託
け
戸
｝
ロ
ぎ
貯
。
含
。
汁
δ
昌
8
跨
Φ
¢
ω
o
o
h
夢
①

評
匿
。
男
①
8
a
。
・
翼
り
器
　
○
江
賦
①
8
跨
Φ
霊
芝
。
家
8
憎
篇
。
。
”
下
期
目
”

影
霞
＆
蓉
8
蔓
（
国
ゆ
罫
ω
・
○
こ
お
魅
Y
寓
・
も
。
●
0
9
ω
暑
℃
押
O
ξ
給
8

》
肖
。
巨
ぐ
①
ω
H
艮
簿
ヨ
σ
q
8
ω
錘
村
醸
ヨ
夢
。
弓
β
σ
瞬
。
漿
①
9
a
O
睡
o
o
（
ω
‘
マ

目
醸
力
①
8
乙
○
臨
o
ρ
瞬
圏
く
篇
8
①
）
一
切
円
証
珍
魚
¢
ω
雲
ヨ
”
夢
Φ
O
霧
巴
。
σ
q
器

9
夢
⑩
累
鋤
口
蕊
。
臨
画
O
o
嬬
Φ
o
蹴
9
り
。
。
レ
リ
㎝
ご
9
勺
．
O
臨
ω
9
y
》
撃
鼠
①
馨
、
ω

O
β
臼
¢
げ
。
窪
④
鼠
G
Q
ω
．
o
軌
菩
⑦
じ
づ
H
三
ω
び
該
霧
窪
ヨ
（
譲
。
｝
翌
鴎
。
境
も
。
ε
9
葺
ω

o
h
寓
冨
8
蔓
植
雛
ρ
Q
。
一
）
な
ど
が
、
適
当
な
案
内
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
研
究
渚
に
は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。
つ
ぎ
に
、
地
方
に
帰
っ
て
、
ま

ず
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
　
ハ
ル
市
中
央
図
書
館
雪
濁
三
園
窪
8
ζ
σ
類
曼

で
あ
ろ
う
。
一
般
に
、
地
方
史
研
究
の
便
宜
が
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て
提
供

さ
れ
る
こ
と
は
、
他
市
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
い
ま
地
方
史
文
献
の
蒐

集
は
、
地
方
史
家
ロ
ウ
ト
ン
氏
の
も
と
に
、
ほ
と
ん
ど
完
全
な
整
理
を
み
っ
つ

あ
る
。
第
二
に
く
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
ハ
ル
大
学
図
書
館
で
あ
り
、
こ
こ

に
も
ま
た
ハ
ル
市
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ク
シ
ア
関
係
文
献
、
と
く
に
口
琴
一

日
誉
蓉
《
匿
。
塁
①
の
竃
o
Q
ω
．
が
購
買
さ
れ
て
、
今
後
一
段
の
整
備
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ぼ
う
大
な
ハ
ル
市
文
書
は
、
　
い
ま
影
Φ
O
O
巳
Ω
O
陵
－
円
O
妻
⇔

Ω
①
葺
．
ω
U
⑦
窟
霧
ヨ
Φ
9
の
保
管
の
も
と
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
概
蔵
す
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
O
日
置
三
巴
｝
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
市
文
書
を

紹
介
す
る
と
き
、
追
っ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ベ
ヴ
ァ
リ
ー
古
文
書

館
収
蔵
文
書
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ま
し
す
で
に
の
べ
た
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
べ
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ヴ
ァ
リ
ー
、
ブ
リ
ド
リ
ソ
グ
ト
ソ
、
　
ヨ
ー
ク
ユ
な
ど
の
℃
β
ぴ
に
O
び
一
げ
同
9
ウ
『
団
が
あ

り
、
ベ
ヴ
ァ
リ
i
、
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
そ
の
○
巴
嬢
冨
瞑
が
、
こ
れ
ま

た
そ
の
古
都
に
似
合
わ
し
く
、
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
関
係
0
文
書
に
葛
ん
で
い
る
。

最
後
に
、
ヨ
ー
ク
大
主
教
管
区
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
さ
に
お
い
て
、

す
で
に
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
史
研
究
の
域
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
管
春

で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
地
方
史
家
兼
エ
ク
レ
シ
オ
ロ
ジ
ス
ト
O
目
い
ω
．
℃
査
証
ω

の
名
と
と
も
に
、
ゆ
。
穽
び
毛
8
障
囲
湯
ぼ
紳
暮
ρ
ω
什
’
㍗
纂
げ
。
障
団
、
ω
国
三
朔
の
名
を

逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
①
　
と
く
に
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州
に
つ
い
て
は
、
米
用
伸
一
氏
の
す
ぐ
れ
た
紹

　
　
介
が
あ
る
こ
と
を
、
　
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
『
一

　
　
橋
論
叢
』
三
九
の
六
、
照
○
の
六
、
参
照
）
。
　
ま
た
全
般
的
な
文
献
紹
介

　
　
に
つ
い
て
は
、
小
松
芳
喬
「
地
方
史
研
究
と
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
学
」
（
『
祉

　
　
会
科
学
討
究
』
第
八
号
）
。

　
②
十
九
世
紀
以
前
の
も
の
と
し
て
、
多
少
と
も
当
地
方
に
関
係
あ
る
も
の

　
　
は
、
地
方
史
斜
草
期
の
以
下
の
著
作
で
あ
る
。
ノ
＜
’
O
拶
ヨ
α
o
P
鵠
巴
洋
餌
亭

　
　
巳
2
描
。
。
ρ
い
Q
り
℃
8
倉
8
冨
簿
跨
⑦
o
h
夢
①
国
ヨ
営
器
。
脇
O
お
僻
げ
切
桟
7

　
　
3
9
”
嵩
目
旧
舜
O
o
餌
鑑
p
σ
Q
鵠
ρ
ヒ
d
甑
霞
ロ
鼠
ρ
嵩
b
。
？
ミ
黛
。

　
③
拙
稿
門
イ
ギ
リ
ス
地
方
史
研
究
管
見
漏
㈱
（
『
西
洋
史
学
』
四
七
）
。

　
④
現
在
く
’
○
・
属
・
鴫
○
優
。
。
・
の
う
ち
、
図
霧
叶
菊
置
貯
α
q
関
係
は
ま
だ
公
刊

　
　
さ
れ
て
な
い
。
地
方
委
員
会
の
つ
く
ら
れ
た
の
は
一
九
五
五
年
、
表
題
は

　
　
く
ざ
ぎ
鉱
餌
類
駐
8
H
唄
。
囲
菖
6
閃
霧
叶
閃
箆
冒
σ
q
O
｛
＜
o
巴
騨
臣
冒
蹄
①
四
質
鳥
け
げ
②

　
　
Ω
鉱
O
o
。
O
｛
鴫
○
触
閃
9
昌
瓢
国
玉
嵩
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
O
や
H
昂
ω
中
砂
O
｛

　
　
回
両
響
．
カ
。
。
。
o
母
。
ダ
ω
ω
〉
旨
一
崔
a
男
2
0
同
げ
レ
⑩
沼
．

二
　
古
代
・
中
世
史
文
献

　
現
在
で
は
、
國
民
史
の
主
流
か
ら
お
き
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
当
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
も
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
は
、
英
圏
形
成
史
の
う
え
に
重
要
な
役
割
を
果

し
た
。
ま
ず
、
そ
の
サ
ウ
ン
ド
な
知
識
は
、
蜀
．
O
■
0
9
誌
面
づ
δ
o
鳥
餌
⇔
畠
9

円
い
竃
岩
二
男
o
B
§
ゆ
目
一
審
貯
p
巳
夢
①
図
ロ
σ
q
房
げ
ω
o
け
¢
o
諺
㊦
馨
。
。

（卜。

ﾌ
α
巴
●
お
雪
ど
獅
試
．
ω
8
ψ
8
許
｝
⇒
胆
。
函
㌶
◎
誹
図
茜
5
p
倉
お
柔

な
る
二
つ
の
○
改
。
裁
出
誘
8
q
O
囲
嗣
ゆ
σ
q
㌶
⇔
（
一
か
ら
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
に
関
連
し
て
、
H
．
〉
・
控
。
訂
β
自
斜
秀
。
ヨ
§
二
野
ρ
貯
（
℃
島
＄
P

出
δ
8
蔓
。
｛
国
罫
σ
q
㌶
p
鼻
お
㎝
㎝
）
嚇
男
■
国
．
譲
a
σ
Q
鉦
鐸
類
誹
8
目
《
o
h
＞
冨
σ
登
｝
9

ω
伊
翼
。
霧
”
b
。
〈
9
。
っ
ご
ω
a
o
阜
”
お
認
旧
釣
β
い
8
血
ρ
｝
同
。
財
僻
8
δ
σ
Q
《
o
｛

鋳
。
》
H
姦
ざ
あ
貧
○
濤
ω
霧
江
。
田
①
葺
ρ
一
逡
ω
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
国
民
史

的
な
レ
ベ
ル
か
ら
、
第
一
級
の
知
識
を
提
供
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
・
ア
ン
グ
ロ

・
サ
ク
ソ
ン
暁
代
を
通
じ
、
考
古
学
界
に
果
し
た
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
の
地
位
は
、

そ
の
役
割
に
比
例
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

現
在
で
は
く
・
ρ
頃
．
く
。
碁
ω
・
に
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
る
が
、
ま
た
、
そ
れ

と
と
も
に
、
旨
甥
’
累
O
H
鉱
ヨ
㊦
お
団
O
算
《
く
①
魁
誘
開
⑦
ω
O
錠
O
ロ
①
し
。
ぎ
国
鳥
紳
一
。
。
げ

鶯
巳
ω
震
o
P
切
郎
ほ
巴
累
。
¢
嶺
畠
ρ
お
O
㎝
が
、
主
と
し
て
当
地
方
考
古
学
の
い

わ
ば
「
英
雄
時
代
扁
を
マ
…
ク
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ン
の
名
は
、

ハ
ル
斎
諸
○
答
諄
昌
霞
諸
償
ω
o
霞
扁
ρ
の
名
と
と
も
に
、
永
久
に
転
轍
さ
れ
る
で
あ

137　（973）



ろ
う
し
、
発
掘
晶
の
一
部
は
、
　
こ
づ
臨
註
ω
プ
窯
諺
。
瓢
臼
の
陳
列
品
の
な
か
に
も

冤
い
だ
さ
れ
る
。
　
現
在
モ
…
テ
ィ
マ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
は
国
．
客
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

℃
こ
コ
ρ
δ
笛
に
お
い
て
利
用
で
き
る
。
こ
れ
よ
り
前
期
、
ロ
ー
マ
時
代
の
発

掘
に
つ
い
て
は
、
菊
○
ヨ
霧
竃
巴
8
溢
ρ
巳
O
跡
鉾
8
叶
O
o
琴
芝
葬
①
③
幻
①
娼
。
ぽ
q
。
層

8
も
。
●
Q
。
”
蒔
p
轟
α
2
戸
司
．
℃
①
鍵
。
・
o
詳
明
。
籔
p
轟
く
。
『
溶
三
巴
ρ
お
G
。
9
鎮
．

囚
圃
富
。
亭
O
冨
目
ぎ
u
O
帥
N
㊦
茸
①
目
o
h
カ
。
ヨ
9
昌
男
①
ヨ
p
ぎ
q
q
ぎ
．
く
。
誌
塗
三
お
（
岡

上
涛
①
℃
o
篤
ω
部
9
伊
）
一
℃
．
O
◎
村
α
①
メ
国
拷
O
勲
く
p
二
〇
昌
ω
暮
菖
6
鶉
。
ヨ
⇔
p

凋
O
警
o
h
じ
び
噌
O
環
σ
Q
プ
9
ρ
頃
億
ヨ
び
O
巴
（
顕
二
に
d
能
く
①
屋
津
寓
0
2
｝
o
σ
q
㊦
目
O
o
鵠

寓
♂
8
村
雲
O
o
ヨ
琶
洋
o
o
卿
国
。
甥
◎
》
・
Q
α
こ
お
ω
儒
’
μ
8
伊
お
ω
9
H
¢
ω
メ
お
ω
Q
。
）

な
ど
の
報
告
が
あ
る
が
、
と
く
に
、
最
後
の
も
の
、
じ
ご
穏
。
蝿
α
q
7
0
p
踏
郎
諺
び
①
叫

の
発
掘
は
、
近
年
考
古
学
界
の
一
大
収
穫
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
永
く
地
方

史
家
に
懸
案
と
な
っ
て
い
た
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
、
　
い
わ
ゆ
る
団
Φ
落
蓋
貯

の
位
鶯
が
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
℃
．
O
o
註
の
び
国
諸
o
p
＜
勲
¢
o
蕊
拶
梓

こ
ご
戦
o
g
σ
隻
げ
（
門
．
閃
「
謁
．
》
●
Q
り
ご
詞
行
く
㍑
一
）
h
一
Q
鶯
戦
鵠
箆
O
撫
切
H
，
洋
冨
げ
》
層
。
げ
勲
①
？

ざ
σ
q
狩
鉱
掛
霧
○
。
獲
鉱
o
P
ω
憎
α
ω
禽
δ
ω
も
同
上
の
発
掘
経
過
を
扱
っ
た
も
の
。

そ
の
他
、
や
0
9
，
畠
ぴ
団
区
。
附
く
き
8
暮
圖
回
奮
毛
Φ
拝
海
霧
梓
鴫
。
詳
q
。
げ
搾
P

目
㊤
ω
Q
Q
（
お
心
O
Y
β
Q
リ
ブ
。
℃
℃
拶
脱
負
図
鑑
o
ρ
＜
㊤
諜
。
β
霧
目
塞
什
び
煽
同
三
碧
餌
簿
く
。
ユ
？

。。

Q
お
（
〈
．
〉
」
．
”
緊
諸
滋
く
）
が
あ
り
、
目
星
で
ふ
れ
た
口
民
ω
8
⇔
の
μ
…
マ

ソ
・
ヴ
ィ
ラ
に
関
し
て
は
、
や
は
り
く
●
〉
高
ご
翼
呂
圏
”
諸
点
自
象
×
×
甑
隣
に
報

告
が
あ
る
。
閣
σ
o
婦
ρ
o
¢
ヨ
つ
ま
り
ロ
ー
マ
ン
・
ヨ
ー
ク
の
「
コ
ロ
ニ
ア
扁
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
つ
と
も
権
威
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
磯
9
・
溢
泌
M
，
⇔

》
目
謀
ぎ
○
け
震
潮
目
邑
畷
。
讐
園
〉
旨
ぎ
8
δ
臓
。
巴
ω
o
o
δ
蔓
発
行
の
》
も
Q
ぎ
穽

○
巳
岱
①
8
男
。
ヨ
§
鴫
。
蒔
℃
一
撃
①
で
あ
り
、
ま
た
ロ
ー
マ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
末

期
、
本
地
方
が
ひ
と
つ
の
舞
台
と
な
っ
た
有
名
な
．
．
ω
鋤
×
o
嵩
Q
D
び
。
器
、
、
の
防

備
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
掲
。
。
冨
簿
。
戸
耀
魯
誘
○
戸
越
諾
○
モ
Ω
錠
ド
に
も
ふ

れ
ら
れ
て
い
る
。

　
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
ゲ
イ
ン
人
の
定
着
状
況
に
つ
い

て
は
、
上
掲
書
の
ほ
か
、
な
か
ん
ず
く
次
の
諸
論
著
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
　
9
裟
・
い
’
諸
嘱
O
誘
．
8
財
①
門
④
暮
O
鼠
O
も
。
簿
¢
O
ヨ
O
簿
鼠
舞
○
暮
一
6
毒

昌
昌
α
q
ξ
団
盛
（
匹
ω
8
蔓
噌
×
メ
u
①
ρ
レ
リ
ω
㎝
）
一
旨
菊
■
響
滋
P
8
げ
Φ
U
餌
口
。
ω
一
型

け
プ
。
国
p
）
ω
げ
菊
乙
貯
α
q
”
H
O
O
り
帆
鴇
芝
．
O
・
O
o
躍
起
α
q
毛
O
o
ρ
》
鵠
σ
q
顕
帥
路
餌
舞
創
製
¢
σ
Q
δ
－

O
p
該
ω
ぴ
。
り
Φ
簿
鬼
門
¢
簿
貯
睦
ぴ
。
国
器
ひ
箆
（
剛
貯
σ
登
（
＜
・
｝
・
歴
姪
鉱
）
。
こ
れ
も

前
稿
で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
史
上
著
名
な
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
国
・
｝
司
お
。
欝
斜
⇔
の
古
典

作
↓
げ
Φ
翼
○
円
ヨ
窪
O
o
欝
ρ
器
ω
辞
オ
の
記
述
を
は
じ
め
、
〉
．
U
幽
瓢
．
い
①
蝕
欝
白
曽

8
プ
O
ご
コ
算
自
o
O
暁
Q
Q
仲
騨
臼
暁
。
巴
島
ヒ
d
税
乙
◎
Q
⑩
（
＜
L
諺
・
旨
建
国
）
鳩
自
○
ご
じ
d
暮
ユ
O
。
。

同
○
蝿
σ
Q
H
誹
瞥
μ
く
。
取
急
傍
三
門
ρ
一
Q
◎
〇
一
“
》
．
鵠
．
b
ご
¢
同
質
。
響
累
。
噌
①
切
刃
¢
o
訪
巴
（
一
霞

国
昌
α
Q
訂
影
ρ
回
㊤
㎝
沁
嚇
男
芝
．
じ
⇔
δ
o
障
ρ
構
ロ
。
ゆ
蓼
誌
Φ
O
h
Q
Q
3
影
隔
O
同
自
b
ご
ユ
岱
σ
q
⑦

（］

~
。
く
．
］
ピ
「
頃
．
Q
Q
こ
一
Φ
朝
①
）
な
ど
が
あ
っ
て
、
地
方
史
家
の
あ
い
だ
に
お
け
る
、

関
心
の
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
定
義
史
研
究
上
、
と
み
に
脚
光
を
浴
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び
た
地
名
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
〉
．
鎖
．
Q
o
ヨ
叢
ど
目
鼻
℃
獲
8
Z
ρ
羅
。
ω

○
鴎
¢
μ
O
　
国
P
ω
け
　
切
一
島
醇
”
σ
q
O
｛
＜
O
話
畠
げ
跨
①
9
ひ
⇔
α
　
＜
O
H
搾
（
図
5
σ
q
一
瞬
げ
．
娼
一
曽
O
O

累
飴
彗
。
ω
o
。
一
簿
ざ
邑
メ
お
雪
）
が
唯
一
の
権
威
あ
る
労
作
で
あ
る
。
ま
た
定

住
史
と
無
関
係
で
は
な
い
美
術
・
貨
幣
史
関
係
の
．
文
献
に
つ
い
て
は
、
　
○
．

】W

b
伽
毒
一
昌
　
切
同
O
宅
戻
り
日
び
Φ
．
〉
嵩
ω
一
嵩
　
目
隠
嵩
団
　
目
口
α
Q
一
ゆ
昌
創
（
肘
①
〈
騎
⑦
噺
①
山
・
刈

ぐ
O
冨
．
噛
一
り
憩
①
一
ω
刈
）
一
〉
●
♂
＜
・
O
｝
9
ゆ
℃
ぴ
P
日
層
図
嵩
α
Q
嬬
ω
げ
切
O
臼
9
昌
①
ω
ρ
β
O
跨
同
O
げ
詳
O
O
－

酵
鄭
目
ρ
＜
O
同
電
押
一
Φ
Q
Q
O
脚
O
．
O
．
ゆ
尻
O
O
犀
P
　
国
づ
σ
q
躍
ω
ゲ
O
O
一
疑
ω
陣
O
d
P
酔
ぴ
①
ω
①
－

〈
①
箕
げ
O
①
暮
償
暴
け
。
夢
①
℃
域
①
器
簿
U
9
ざ
H
Φ
㎝
O
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

寧
　
蟹
篇
躍
鑑
仁
。
。
①
ρ
ヨ
℃
ロ
σ
凱
o
ρ
試
。
雛
ω
の
う
ち
、
当
薗
関
係
あ
る
の
は
、

　
　
ロ
。
。
D
●
腿
覧
蔭
メ
噴
ρ
這
炉
同
①
P
悼
O
ρ
ぴ
。
二
讐
卜
。
お
（
以
上
ロ
ー
マ
前
期
）
、

　
　
鵠
し
ω
伊
ミ
ρ
目
○
。
b
。
”
同
0
。
。
。
智
陣
。
。
P
お
野
も
⊃
O
①
（
以
上
μ
i
マ
時
代
）
、
①
①
’

　
　
①
メ
Φ
メ
μ
回
田
同
ω
《
回
り
9
笛
O
Q
Q
（
以
上
ア
ン
グ
ロ
催
サ
ク
ソ
ン
期
）
。

　
ノ
ル
マ
ン
征
服
は
、
こ
の
ヨ
…
ク
シ
ア
東
南
隅
に
と
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
意

味
で
、
ひ
と
つ
の
革
命
を
意
味
し
た
。
か
く
て
中
世
初
期
に
入
る
と
と
も
に
、

文
書
群
・
研
究
文
献
の
う
え
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
も
い
っ
そ
う
確
固
た
る

基
礎
の
う
え
に
立
つ
の
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
征
服
後
の
、
一
般
的
叙
述
に
つ
い

て
は
、
致
治
・
社
会
経
済
・
教
会
史
と
も
に
、
ま
だ
く
■
ρ
出
．
網
。
葺
ω
．
に
よ

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
今
後
噂
馨
①
暮
図
9
｝
ω
、
Ω
o
の
①
図
。
同
δ
、
甥
冒
①
口
9
♂
、

H
昌
ρ
ξ
獣
鉱
0
5
0
ω
男
。
簿
諸
o
H
富
ヨ
、
℃
9
ゆ
喝
p
，
一
切
Φ
σ
q
訪
枠
賃
ω
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

レ
コ
ー
ド
が
、
そ
の
渉
猟
を
待
つ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
畷
．
》
噛
Q
Q
．
菊
Φ
8
a

ω
臼
一
〇
ω
が
、
ぼ
う
大
な
地
方
文
書
を
続
刊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
特
記
し
た
い
。

い
ま
、
中
世
史
に
関
す
る
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
く
◎
》
■
Q
Q
◎
男
O
ρ
ω
母
．
昌
。
．
騒
凱
（
畷
。
纂
ω
罠
お
H
轟
ρ
良
の
隷
。
易
H
ソ
同
6
・

図
く
一
（
］
U
餌
嘱
Q
Q
β
げ
限
（
雛
①
o
。
b
⊃
朝
閃
9
H
ソ
嵩
O
・
甘
く
嬬
（
竃
O
コ
9
世
説
O
裟
O
伸
①
し
p
H
）
噌
障
O
・

呂
図
一
（
門
p
⊃
《
ω
鄭
σ
ロ
。
三
選
O
Q
嘩
ω
O
国
昏
H
）
讐
同
δ
．
呂
嶺
諜
一
（
く
O
目
犀
ω
び
岸
⑦
目
轟
ρ
彊
♂
淳
δ
鐸
ω

H
同
）
、
口
ρ
ズ
拷
×
一
（
く
O
臣
内
ω
げ
騨
①
．
囲
昌
論
自
勝
津
δ
雛
の
　
同
H
H
y
口
9
×
拷
鋼
ぐ
隣
（
く
O
吋
剛
－

ω
プ
貯
①
H
昌
の
償
富
一
鉱
9
議
夙
く
ソ
昌
9
拷
×
拷
く
雛
一
（
と
く
鵠
『
⑦
叶
P
蹄
O
ヨ
仲
げ
①
一
）
Φ
餌
障

9ゆ

ｹ
α
　
O
び
ρ
℃
峠
①
吋
　
O
O
償
諄
y
　
詳
O
■
×
×
×
一
呂
（
く
O
『
騨
白
。
｝
ρ
一
男
①
　
　
一
）
①
①
α
も
自
y
嵩
ρ
匿
一
凱

（
嶋
巳
畠
暮
．
・
鳴
貯
窃
H
。
。
・
。
圃
占
ω
ミ
ソ
8
’
釜
く
（
ぎ
涛
。
・
三
器
駐
ω
一
器
菊
巳
ω
ソ

博
O
・
一
（
く
O
H
犀
Q
謄
プ
畔
①
σ
①
Φ
創
ω
ソ
⇔
ρ
一
一
一
（
＜
O
覧
塗
財
躍
O
男
一
詳
O
Q
。
μ
蒔
ω
圃
一
回
ω
M
ベ
ソ

雷
9
　
臨
呂
（
鴫
O
触
犀
も
陰
び
貯
①
　
H
コ
ρ
¢
一
繊
鉱
O
β
も
巾
）
、
　
⇔
O
■
一
拷
賦
（
く
O
触
障
。
ワ
げ
貯
Φ
　
舅
一
昌
①
Q
a

H
ゆ
一
〇
Q
－
H
5
⊃
ω
同
ソ
　
⇔
ρ
同
繊
賦
（
鴫
O
詰
畠
三
H
O
d
⑦
O
鳥
の
H
嵩
ソ
ご
9
一
鉱
く
（
同
P
ユ
団

ノ
δ
賄
畠
び
貯
O
毛
O
O
冨
障
目
冠
帥
血
Φ
ソ
　
鵠
9
一
凋
く
臨
（
ノ
δ
昌
内
Q
。
げ
搾
①
男
一
雛
Φ
o
ゆ
　
同
邸
Q
◎
憩
…

一
節
幽
①
y
類
ρ
一
区
一
区
（
畷
O
門
一
門
ω
｝
り
一
噌
①
　
回
）
Φ
⑦
斜
ω
＜
y
　
諺
9
同
×
習
拷
（
諸
δ
O
①
躍
P
嵩
①
9
y

昌
9
一
鋼
図
拷
牒
（
唄
O
税
犀
も
自
び
騨
Φ
鳴
帥
冨
①
ω
目
』
⊃
直
①
一
刈
b
∂
）
い
　
ロ
O
・
一
嵩
呂
図
凱
一
（
く
O
同
瞠
む
。
｝
凱
『
O

U
O
①
◎
ω
＜
目
囲
ソ
　
雛
9
0
（
橘
O
同
犀
も
。
げ
冒
Φ
o
Q
Φ
q
o
巴
O
⇔
ω
O
h
酔
ゴ
¢
℃
①
P
O
O
ソ
　
旨
ρ
O
嵩

（
＜
。
葺
。
・
耳
①
∪
①
a
ω
＜
日
）
鳩
嵩
ρ
。
滋
（
ぎ
碁
ω
三
話
u
①
鼠
ω
頸
ソ
嵩
ρ

。
淡
（
く
O
二
一
内
ω
一
μ
一
『
①
　
H
）
Φ
①
畠
も
噂
）
。
と
こ
ろ
で
、
ノ
ル
噂
、
ン
王
朝
歳
大
の
遺
産
『
ド

ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
・
ブ
ッ
ク
』
に
つ
い
て
は
、
な
お
幻
Φ
o
O
乙
∩
o
ヨ
中
型
ω
臨
。
⇔

坂
ピ
管
O
目
O
O
鵠
⑳
仁
鉱
す
く
O
O
9
紳
彊
切
U
O
諺
の
。
。
篇
拶
団
七
d
8
｝
（
（
同
断
o
Q
ω
1
一
Q
◎
一
⑦
）
が
、
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い
ま
な
お
景
趣
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
八
六
二
年
に
は
、
ヨ
ー
グ
シ
ア
に
関

す
る
分
の
み
写
真
版
に
よ
り
、
O
a
舜
ロ
8
0
D
乏
く
。
団
○
曲
8
か
ら
公
刊
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
翻
訳
は
二
種
類
あ
り
、
　
ひ
と
つ
は
く
●
ρ
国
・
鴫
。
『
寓
’
牒

に
あ
る
ノ
＜
．
司
餌
讐
露
の
周
知
の
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
菊
．
頃
■
o
Q
犀
巴
津
に

よ
る
畷
●
跨
・
㍗
甑
芦
×
貯
（
一
八
九
六
年
再
版
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、

当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
み
に
関
し
て
は
、
　
ハ
ル
市
立
図
書
館
本
〉
．
切
．
老
鷺
。
。
○
午

切
タ
9
冠
財
≦
o
詳
ダ
嗣
）
o
田
Φ
。
。
創
卿
団
8
同
挫
ぴ
⑦
図
帥
終
菊
誌
一
口
α
q
O
h
賦
○
「
犀
ω
三
器
噛
Φ
客
－

o
o
導
ヨ
σ
q
筈
①
蜀
豪
ぴ
ヨ
頃
。
置
禽
郎
①
ω
ρ
鍵
㌶
嵩
σ
q
鼠
虫
μ
瓢
賃
豆
霧
①
ω
費
五

轟
。
汁
葺
益
Φ
巴
酔
2
影
昌
＄
貯
同
O
斜
℃
津
①
い
．
回
O
ト
っ
朝
…
山
。
こ
日
ぴ
①
O
O
き
唱
。
ω
一
斉
。
旨
o
h

酔
び
Φ
ω
網
図
。
旨
国
岱
β
α
器
臨
画
μ
づ
、
｝
は
。
財
団
環
躍
象
巳
鷺
O
撚
ぴ
σ
O
質
誌
6
0
焦
ノ
く
①
お

麺。

T
ρ
霧
。
鳥
霧
詳
毒
p
の
貯
雰
。
。
o
ユ
σ
Q
ぎ
巴
8
¢
蝕
試
。
嵩
が
点
自
重
で
あ
る
。
研
究

と
し
て
は
、
日
●
鋭
諸
．
し
d
笛
ぎ
や
日
冨
窯
。
励
ヨ
鎚
o
Q
①
簿
δ
ヨ
¢
僧
房
鴫
。
築
甲

窪
お
（
ω
ぎ
臼
霧
娼
「
霧
⑦
箕
①
片
肱
9
：
屑
■
ン
自
●
殉
9
謀
。
障
ρ
這
心
。
。
）
が
あ
る
。

ま
た
、
当
地
方
の
研
究
渚
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
研
究
者
も
、
中
枇
初
期

に
関
し
て
は
、
国
鎧
ぐ
鴫
。
築
。
。
瓢
窓
O
び
霞
な
「
ρ
μ
O
く
9
ω
・
（
①
9
芝
．
悶
勲
畦
①
噌

嘗
臨
○
・
8
・
Ω
3
．
）
を
、
中
期
に
つ
い
て
は
、
閤
碇
財
げ
団
．
ω
ぎ
ρ
信
⑦
ω
け
（
o
Q
餌
詳
＄
ω

ω
o
o
δ
蔓
ω
o
識
窃
や
乙
ぞ
）
を
、
後
期
に
つ
い
て
は
、
鴫
。
爵
ω
芝
話
ω
Φ
器
δ
篇

。
臨
詰
5
℃
①
9
8
（
Φ
鼠
戸
暮
⇔
四
竃
嬉
く
’
｝
・
Q
Q
’
園
①
o
．
ω
①
づ
。
）
を
、
ネ
グ
レ
ク

ト
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
直
接
こ
れ
ら
の
史
料
の
背
景
を
な
す
歴

史
記
述
に
つ
い
て
は
、
ノ
く
諺
貯
ヨ
裟
9
ノ
、
び
賛
α
q
ダ
O
訂
9
昌
。
一
〇
ω
o
h
汁
｝
さ
力
虫
σ
Q
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

o
貼
Q
ら
3
℃
び
①
詳
湿
O
嵩
判
団
旨
餌
諺
島
園
8
び
ρ
同
α
戸
く
。
ド
一
鍵
り
血
芦
跨
O
に
ω
o
価
。
誌
霧

一
Q
。
○
。
軒
Q
。
帆
が
あ
り
、
ま
た
、
今
は
跡
か
た
も
な
い
ミ
ニ
ー
修
道
院
の
、
O
げ
「
？

⇔
圃
O
欝
ン
幽
○
鄭
伊
ω
け
①
婦
建
戯
O
累
①
δ
P
ω
く
O
一
ω
こ
潟
O
犀
ω
ω
Φ
瓢
O
ρ
困
Q
Q
①
の
一
⑦
Q
o
一
か
、
当

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
誇
り
う
る
中
世
年
代
記
の
代
表
作
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

前
稿
で
も
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
綴
訪
8
鼠
p
霧
o
h
鋳
①
O
財
弩
。
プ
鼠
く
。
葺
・

ω
＜
9
ω
；
図
。
＝
。
ゆ
Q
Q
㊦
臥
Φ
μ
H
c
。
き
一
り
蒔
に
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
．
ら
、
当
地
方
に

関
す
る
記
事
が
晃
ら
れ
る
。

　
な
お
ま
た
、
特
殊
研
究
と
し
て
は
、
裟
・
U
o
嵩
プ
9
き
k
8
轟
σ
q
讐
o
D
虹
σ
Q
口
。
急
追

》
⊆
ヨ
帥
挿
富
峠
同
君
鉱
O
ジ
一
Φ
Q
Q
刈
旧
自
ρ
引
臼
げ
①
嘱
○
同
犀
ω
出
藍
O
図
ω
け
9
伸
O
O
｛
目
ω
9
び
¢
＝
ρ

α
o
頃
。
慧
ぴ
β
ρ
く
．
跨
」
．
》
区
×
区
甑
の
ほ
か
、
℃
．
ω
欝
零
欝
帥
話
9
”
国
p
忽
男
一
口
貯
σ
q

目
㊦
〈
δ
Q
ほ
h
O
嬬
紳
財
。
ω
o
O
酔
。
財
毛
斜
憎
ω
一
降
け
げ
O
幻
。
独
寝
ω
O
h
図
α
萎
帥
増
鳥
囲
回
田
益

H
囲
H
謹
諄
プ
閑
O
ヨ
簿
一
士
一
p
け
江
。
喝
O
償
自
鶏
ω
団
ω
富
ヨ
（
8
図
●
菊
■
諺
◎
ω
．
瑠
滋
×
）
旧

岱
。
ご
目
O
o
西
国
池
田
O
冠
団
跨
O
導
引
嵩
。
毘
○
δ
O
巳
め
①
Ω
。
ω
℃
o
目
8
欝
据
菊
。
嬬
（
目
．
図
．

涛
・
鋭
ω
‘
拷
醤
三
陣
）
な
ど
が
あ
り
、
地
方
史
研
究
の
新
し
い
方
向
を
銭
げ
て
い

る
。
後
藩
に
つ
い
て
は
、
奢
●
b
d
冠
。
印
加
寓
。
乙
。
讐
霧
ω
芝
一
一
『
（
旨
ζ
”
詳
訟
）
廟

9
ρ
O
o
呂
”
諺
℃
○
躍
8
節
区
園
O
罵
o
h
叶
プ
。
国
四
馨
菊
δ
け
μ
α
q
（
誉
篠
こ
図
く
）
骨
か
、

そ
の
史
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
都
市
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
元
来
当
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
に
お
い
て
は
、
田
ハ

ル
、
ベ
ヴ
ァ
リ
…
、
ヘ
ド
ン
を
の
ぞ
き
、
都
二
巾
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
は
な
か

っ
た
（
ヨ
ー
ク
は
、
い
ち
お
う
こ
こ
で
は
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
史
の
範
囲
か
ら
は
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除
外
す
べ
き
も
の
だ
）
。
　
ハ
ル
、
ベ
ヴ
ァ
リ
i
両
市
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
節
を
改
め
て
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ヘ
ド
ン
史
関
係

の
も
の
だ
け
次
に
あ
げ
て
お
く
。
ま
ず
中
世
ヘ
ド
ソ
史
に
関
し
て
は
、
大
部
な

労
作
旨
幻
．
切
。
滋
ρ
虐
δ
団
鷲
ぢ
麟
一
。
。
8
受
信
停
㊦
8
。
≦
出
窪
α
℃
自
け
象

踏
⑦
良
。
ジ
回
つ
。
り
9
が
依
然
古
典
的
な
地
位
を
保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
岡
宮
に
、

こ
れ
は
近
代
ヘ
ド
ソ
史
を
も
扱
っ
た
、
　
○
．
野
。
℃
P
二
酪
薄
藍
仲
O
丁
数
O
h
仲
財
Φ

》
づ
。
冨
琴
ぎ
域
2
讐
o
h
頃
①
へ
。
質
曽
同
。
。
ゆ
㎝
に
よ
り
補
わ
れ
る
べ
ぎ
も
の
。
こ
の

基
礎
と
な
っ
た
勺
ρ
降
諸
。
D
。
。
・
は
、
現
在
ハ
ル
市
中
央
図
書
館
が
こ
れ
を
保
存

し
て
い
る
。
豊
野
で
は
、
当
市
史
に
ふ
れ
た
も
の
に
は
、
賢
．
≦
●
日
興
霧
暁
霞
9

国
｛
簿
O
巴
団
O
昌
酔
げ
①
○
戦
O
霞
μ
鼻
一
Φ
朝
Q
Q
一
応
．
団
◎
同
O
凝
Φ
即
自
①
伍
O
ρ
㊤
裟
Φ
≦

緊
○
嵩
5
碧
嵐
ぎ
峠
（
切
葺
冨
ン
男
帽
ヨ
♂
彗
餌
訟
。
冒
霞
霧
押
員
×
！
．
廿
一
鐙
Φ
）
が
あ

り
、
ま
た
バ
ト
リ
ソ
ト
ン
グ
の
そ
れ
と
並
ん
で
、
ホ
ル
ダ
ー
ネ
ス
に
著
名
な
教

ム
皿
墾
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
は
、
膨
●
銀
．
｝
営
ω
犀
P
目
ぴ
①
O
プ
¢
吋
。
げ
◎
囲

ω
弛
諺
鴬
σ
Q
高
紛
試
着
蟹
Φ
儒
9
ご
匂
’
芝
．
ノ
＜
9
搾
①
》
も
Q
H
＄
仲
O
び
O
｛
ω
鈴
艶
環
σ
q
∬
Q
Q
江
降

Ω
崔
8
ダ
艸
。
。
蒔
メ
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
中
世
史
に
大
き
な
分
野
を
占
め
た
教
会
史
関
係
の
文
献
史
料
に
つ

い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
当
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
社
会
史
に
も
、
重
要
な
光

を
な
げ
か
け
る
史
料
は
、
も
ち
ろ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
教

会
史
料
の
宝
舘
、
　
ヨ
…
ク
在
切
。
答
げ
婁
閤
｝
∴
H
H
μ
舞
一
隅
暮
①
を
訪
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
．
そ
れ
は
と
も
か
く
、
｝
・
↓
ゲ
。
営
℃
。
・
9
ρ
瓢
鎗
良
犀
。
一
ど
目
6
国
ほ
鷺
乾
μ

O
ぽ
同
氏
㊤
⇒
儀
臨
冨
ヰ
○
『
σ
q
p
艮
腕
暮
δ
鵠
ヨ
鴬
さ
い
騨
酵
。
吐
心
置
臼
。
諺
σ
q
o
匂
。
》
お
μ
刈
…

H
（
．
図
α
妻
餌
戦
α
Q
ロ
魑
閃
霞
σ
Q
揖
⑭
げ
o
Q
O
O
篇
｝
ρ
塊
O
欝
仲
び
①
伽
桟
巴
も
Q
…
昌
け
げ
O
窯
一
α
島
冨
》
α
q
O
o
◎
u

一
Φ
戯
り
脚
蜀
’
〉
’
男
9
瓢
効
肘
葺
笈
σ
Q
⑦
鳩
く
貯
p
ひ
頃
鋤
σ
q
①
一
β
汁
び
㊦
鍔
践
色
O
諺
α
Q
O
ρ
一
り
ω
O

と
い
っ
た
書
物
が
、
ま
ず
全
般
的
背
景
に
つ
い
て
の
好
個
の
導
入
書
と
し
て
掲

げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
地
方
史
に
と
つ
で
は
、
差
当
り
こ
れ
も
｝
・
目
ぎ
ヨ
喝
ω
o
⇒

寓
餌
琶
ま
○
β
の
筆
に
な
る
く
陰
ρ
頃
●
畷
。
碁
ω
．
く
2
．
讐
「
が
詳
し
く
、
ま
た
、

ゆ
。
匪
プ
≦
搾
グ
H
浮
華
津
暮
。
収
蔵
文
書
の
な
か
で
は
、
次
の
も
の
が
公
刊
さ
れ
て

い
る
。
　
菊
①
α
Q
圃
ω
富
戸
O
h
↓
｝
6
H
謬
霧
O
O
同
び
臨
σ
Q
Φ
（
ω
霞
冨
＄
ω
O
ρ
層
O
図
拷
図
！
滋
ご

O
拷
翫
）
嚇
野
Φ
α
Q
冨
峠
⑩
同
O
鴎
ぞ
巴
3
場
○
一
恥
O
尉
血
（
Q
Q
β
答
①
の
ω
ω
O
ρ
”
O
欝
）
…
菊
O
σ
Q
置
挫
①
同

○
暁
ノ
く
帥
津
Φ
同
O
同
効
団
（
o
Q
舞
＄
＄
ω
○
ρ
し
≦
）
”
菊
①
σ
q
冴
睦
①
同
O
天
暦
＜
一
嵩
㌶
旨
○
冠
Φ
⑦
昌
－

ゆ
巴
畠
（
ω
鄭
同
け
O
O
ω
Q
Q
O
O
こ
O
×
円
く
り
O
翼
凋
ソ
お
O
凱
噂
O
一
賦
”
O
ぱ
臨
）
切
労
①
σ
q
決
然
O
壇
O
協

タ
「
嬬
瓢
9
日
タ
鳶
O
げ
毛
9
嵩
①
（
Q
Q
露
巴
叶
①
①
ω
　
Q
D
O
O
ご
　
O
×
一
く
）
一
U
O
O
彊
羅
O
嵩
紳
ω
蹄
O
ヨ
◎
：

自
拓
菊
O
σ
q
富
睦
①
誘
O
h
鋼
①
出
同
団
響
婆
簿
9
）
邸
創
一
〇
げ
欝
囚
O
ヨ
℃
Φ
（
o
o
β
誌
O
⑦
Q
っ
o
Q
O
O
ご

。
劉
強
誌
）
。
ま
た
、
と
く
に
こ
う
い
っ
た
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
〉
．
8
げ
○
鑓
℃
ω
o
⇔

出
帥
彗
雛
ぴ
O
ρ
8
置
Φ
謁
①
σ
Q
冨
睦
Φ
同
ω
O
｛
峠
げ
①
〉
税
〇
三
）
置
げ
O
℃
ω
O
｛
く
O
穏
閃
（
〈
．
〉
’

旨
鳩
図
×
以
隣
）
漁
期
「
司
・
｝
節
O
O
ρ
日
ケ
①
図
①
α
q
冨
睦
①
謎
○
臨
O
騨
⇒
け
Φ
尻
げ
償
村
団
韓
降
畠
畷
O
詰
内

（
ω
梓
・
〉
⇔
骨
び
O
博
団
、
ω
鵠
9
質
℃
餌
び
財
o
p
鉱
。
⇔
ρ
ロ
O
．
蒔
）
　
菊
・
U
．
閃
O
謹
ぎ
さ
国
℃
貯
。
♀

や
巴
閑
①
α
q
貯
審
誘
○
一
国
づ
σ
Q
蜀
β
α
瀞
嵩
記
名
鍮
㊦
ω
（
鵠
Φ
一
唱
q
。
♂
目
O
Q
ゆ
島
。
箒
畠
。
一

霞
。
。
ε
曙
”
口
ρ
封
終
回
。
。
）
、
　
上
掲
｝
鵠
∴
目
さ
ヨ
営
。
岸
類
p
巨
洋
。
詳
日
び
①

曽
回
笹
冨
げ
○
震
σ
Q
団
な
ど
が
研
究
書
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
砥
か
、
当
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地
方
史
に
関
係
あ
る
教
会
史
関
係
著
作
を
と
く
に
あ
げ
れ
ば
、
霞
簿
O
訟
9
霧
亀

紳
財
。
Ω
旨
器
げ
○
囲
く
。
阿
戸
（
影
。
同
『
Q
Q
①
ユ
①
ω
）
嚇
日
①
姥
ρ
賦
。
¢
0
9
0
ω
β
ω
餓
。
餌

誘
雛
σ
q
財
器
簿
イ
く
鉱
ば
器
節
β
叶
。
証
＄
富
劉
貯
9
鉱
H
＜
（
①
島
．
凋
’
諺
唄
。
謄
8
自
α
q
び

碧
乙
旨
O
置
銭
。
ざ
甥
⑳
8
巳
O
o
二
野
騨
δ
ジ
H
Q
◎
O
も
⊃
）
り
自
①
臼
。
壇
冨
｝
ω
o
｛
切
。
＜
①
ユ
①
嘱

冒
言
纂
臼
…
け
｝
δ
O
ぴ
ゅ
営
窪
〉
簿
じ
ご
o
o
閥
o
h
茸
6
0
0
嬬
①
σ
q
豊
富
O
ぴ
毎
。
ゲ
o
h

の
倉
旨
9
日
o
h
b
d
⑦
＜
Φ
ユ
①
団
㍉
吋
Q
。
？
お
ミ
（
G
り
霞
け
。
①
ω
の
o
o
δ
酔
ざ
晟
。
鼠
F
o
〈
譲
ど

著
・
鵠
・
U
ジ
。
⇔
ρ
昌
畠
駒
労
鉱
P
男
p
ω
試
図
げ
。
増
餌
8
肖
ω
Φ
。
a
”
蕊
①
ω
旧
〉
．
》
．
涛
．

O
田
閣
↓
｝
冨
〉
お
げ
側
0
8
0
嵩
ω
c
囲
浮
び
①
U
δ
8
ω
①
o
｛
＜
〇
二
r
這
嵩
嚇
α
o
ご

》
お
げ
畠
＄
o
o
霧
O
h
夢
Φ
弓
手
け
蜀
哉
ε
σ
q
（
日
「
国
■
男
■
〉
．
o
Q
ご
呂
画
一
）
の
ご
と

ぎ
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ー
ス
ト
．
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
ヨ
ー
ク
シ
ア
は
、
中
髄
修
道
院
生
活
に

お
い
て
も
、
他
に
比
類
を
み
な
い
繁
栄
を
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ク
・
墾

メ
ア
リ
ー
、
セ
ル
ビ
ー
、
ウ
ィ
ト
ビ
ー
諸
修
道
院
の
名
を
想
起
す
る
だ
け
で
も
、

莫
国
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
生
活
に
占
め
る
、
そ
の
隠
然
た
る
勢
力
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
優
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
た
入
口
に

謄
炎
し
た
フ
ァ
ウ
ン
テ
ィ
ン
、
ジ
ェ
ル
ヴ
ォ
ー
、
ミ
ュ
ー
、
り
ー
ヴ
ォ
ー
、
バ

イ
ラ
ン
ド
等
々
を
結
ん
で
、
巨
大
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
シ
ト
i
派
修
道
院

の
勢
力
で
あ
り
、
聖
界
に
占
め
る
ヨ
ー
ク
の
位
澱
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
こ
に
宗

教
生
活
に
お
け
る
空
然
の
深
淵
を
た
た
え
た
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
修
道
院
解

敬
と
と
も
に
、
か
の
黙
恩
寵
の
巡
礼
」
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
地
に
荒
れ
狂
っ
た

の
も
、
ま
た
い
ま
ば
男
呼
た
る
遺
跡
を
、
寒
風
の
な
か
に
さ
ら
す
の
を
み
惹
と

き
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
地
方
史
家
の
心
が
、
そ
の
隅
想
に
赴
く
の
も
、
決
し
て

偶
然
と
は
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
以
上
あ
げ
た
巨
大
鯵
道
院
の
・
）
ち
、
当
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
は
、
さ
き
に
も
い
っ
た
O
算
。
鳳
o
ρ
蜜
。
轟
p
。
。
け
貧
賦

瓢
。
蜜
巴
ω
ρ
ω
！
・
9
ω
ご
菊
。
昌
ω
Q
Q
o
誌
。
ω
を
の
こ
し
た
ミ
ュ
ー
修
道
院
で
あ
る
が
、

う
べ
な
る
か
な
、
こ
の
修
道
院
に
つ
い
て
は
、
梱
◇
6
0
お
8
臣
。
諺
密
郵
誘
。
剛

藪
Φ
》
げ
び
①
団
。
身
心
。
窪
拷
（
日
◎
国
「
幻
’
》
「
Q
Q
ご
一
）
が
、
こ
の
地
方
史
学
会
誌
の

巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
ほ
か
、
日
．
o
D
げ
。
や
℃
鎚
鼻
捻
。
貿
版
｝
σ
σ
o
《
（
β
団
●
菊
》
．

ω
ご
誕
呂
訟
）
は
、
そ
の
遺
跡
発
掘
を
扱
い
、
ま
た
『
年
代
記
』
に
鋼
つ
た
院
史

と
し
て
は
、
〉
・
団
ρ
二
ρ
国
。
。
ω
塁
ω
口
℃
9
μ
挫
プ
Φ
国
冨
叶
。
蔓
o
h
慧
Φ
鍵
諸
〉
σ
ぴ
Φ
楼
”

お
O
①
の
労
作
が
も
の
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
≦
馨
8
P
ノ
＜
㌶
①
び
国
脚
犀
⑦
ヨ
ー

智
8
ρ
切
『
一
像
｝
『
α
Q
8
路
な
ど
、
群
小
修
道
院
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
下

国
．
甥
’
｝
●
Q
Q
．
讐
三
態
、
く
．
》
・
闘
二
×
拷
甑
、
一
〇
償
二
回
巴
O
h
煎
6
切
陥
凹
出
一
副
讐
。
雛

》
麟
㈹
餌
ω
試
嵩
貯
P
Q
Q
o
鼠
露
ざ
謬
O
．
b
。
所
載
の
／
＜
・
国
「
Q
Q
貧
｝
○
げ
昌
¢
o
勺
。
、
翼
・

U
窪
げ
。
一
ヨ
由
。
餌
昌
σ
Q
、
｝
・
◇
O
o
拷
、
旨
ω
・
℃
葺
く
訪
ら
の
諸
論
文
が
み
ら
れ

る
。
な
お
、
モ
ー
ル
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
閑
。
。
・
①
○
舜
財
帥
B
℃
ω
ρ
9
ぎ
①
界
○
臨

ω
Φ
ヨ
覧
汐
σ
q
財
ρ
選
士
乙
O
埠
σ
①
埠
ヨ
①
○
同
島
賃
お
O
ご
自
○
¢
国
轟
α
Q
｝
溢
げ
図
8
δ
巴
甲

ω
依
。
巴
ω
貯
け
暮
①
ρ
お
b
。
Φ
が
あ
る
が
、
前
稿
で
の
べ
た
囚
羅
臼
ρ
讐
に
つ
い

て
は
、
遺
憾
な
が
ら
研
究
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
関

係
の
修
道
院
史
も
、
無
体
的
な
修
道
院
運
動
史
を
無
視
す
る
と
き
は
、
そ
の
歴
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英睡地方史研究交献←）（越智）

史
的
な
意
味
の
大
半
を
柔
な
う
。
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
周
知
の

O
．
囚
嵩
。
毛
穴
ρ
日
ぴ
。
鼠
。
昌
霧
偉
o
O
乙
窪
貯
国
父
σ
Q
冠
轟
負
H
O
魁
9
鳥
。
こ
目
げ
①

菊
。
凱
σ
q
δ
霧
9
自
①
世
一
出
国
轟
σ
q
㌶
喬
倉
お
8
の
二
大
著
の
ほ
か
、
○
・
い
。
覇
8
P

目
げ
Φ
図
Φ
ロ
讐
。
蕩
蟹
。
器
①
ω
汐
鴫
。
蔦
門
ω
瓢
戦
ρ
お
器
一
男
》
●
諸
巴
嵩
P
語
類
同
ω
－

汁
自
団
。
臨
離
6
名
。
戦
渥
。
隔
梓
プ
①
O
一
ω
＄
8
愛
器
貯
崎
。
ユ
塗
三
雲
①
”
お
器
一
｝
■
ω
「

男
δ
梓
。
げ
。
お
8
評
①
Ω
ω
富
旨
㌶
器
ぽ
磯
。
爵
ω
露
器
り
お
お
を
挙
げ
て
お
く
こ
と

は
、
む
だ
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
史
料
と
し
て
は
、
鴫
．
｝
・
Q
Q
・
閑
o
ρ
Q
Q
禽
こ

⇒
o
ω
響
縦
同
く
葺
（
o
り
q
唱
℃
お
諺
一
〇
詳
o
h
累
。
冨
霧
言
詰
①
。
。
y
7
据
邑
（
蜜
。
賞
霧
江
。
閉
。
ぎ
。
。

ロ
ソ
野
図
凹
く
譲
（
9
0
奉
ψ
鉱
。
0
冨
昌
8
蔓
即
0
8
。
禽
農
ω
）
旧
♂
く
●
σ
信
σ
q
繍
巴
ρ

窯
。
同
屋
ω
鉱
O
o
昌
》
ご
σ
q
財
0
9
昌
瓢
ヨ
㍉
G
◎
嵩
高
。
◎
ω
9
哺
・
6
碧
島
①
目
℃
翼
。
餓
賦
帥
竃
。
⇒
①
甲

ユ
o
P
ミ
蒔
撫
9
ゆ
二
答
。
詳
ン
臼
。
⇒
舞
振
o
o
旨
国
び
。
舜
8
蕊
P
一
白
。
。
一
〇
M
タ
N
難
凶
ヨ
。
。
”

O
o
コ
a
｝
猷
窓
p
α
Q
嵩
器
切
犠
夢
⇔
巳
p
①
馬
弓
皆
曾
巳
器
噌
嵩
ω
ご
鐸
○
瓢
ω
o
P

O
o
留
諸
一
霞
冨
国
8
ざ
ω
貯
ω
註
o
o
》
ご
σ
q
財
o
ρ
巳
瑠
盤
0
ご
日
ぴ
Φ
O
帥
コ
。
嵩
轡
ρ
ミ

O
嬬
悼
げ
①
O
財
g
旨
び
O
協
閑
鵠
α
q
一
p
旨
飢
（
○
り
。
勺
・
○
■
困
く
ご
一
り
爬
M
）
な
ど
が
一
般
に
考

慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
興
味
あ
る
中
世
建
築
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
方
史
研

究
の
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
　
テ
ユ
雪
ダ
響
・
ス
テ
ユ
ア
雲
ト
史
文
献

　
テ
謳
ー
ダ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
絶
対
王
敷
の
到
来
と
と
も
に
、
北
部
、
わ
け

て
も
こ
の
ヨ
ー
ク
シ
ア
の
東
南
隅
は
、
次
第
に
国
民
史
の
主
流
か
ら
は
ず
さ
れ

た
存
在
に
転
落
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
英
国
最
大
の
州
ヨ
…
ク
シ
ア
の
潜
勢
力

は
、
一
度
は
い
わ
ゆ
る
「
北
部
の
問
題
」
と
し
て
、
か
の
絶
対
王
政
成
立
期
に
、

・
い
ま
一
度
は
、
市
民
革
命
の
一
拠
点
と
し
て
、
そ
の
解
体
期
に
、
深
刻
に
そ
の

存
在
を
爾
部
入
の
脳
裡
に
叩
き
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
近
代
窪
窪
統
一
期
に
お
け

る
、
こ
の
半
独
立
の
辺
境
地
帯
が
演
じ
た
役
割
は
、
ま
ず
こ
の
二
つ
の
事
件
を

中
心
と
し
て
、
地
方
史
家
の
研
究
に
結
節
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　
第
一
の
問
題
は
、
具
体
的
に
は
、
宗
教
下
輩
・
修
道
院
解
散
・
恩
寵
の
巡

礼
・
北
部
地
方
裁
判
所
の
成
立
に
絞
ら
れ
る
線
で
あ
る
が
、
当
地
方
は
こ
れ
に

対
し
て
、
ま
ず
第
一
級
の
史
料
と
研
究
を
提
出
し
て
い
る
。
労
．
涛
．
涛
魚
9
露
お

麟
B
σ
q
．
。
・
O
o
嘔
鐸
。
出
営
夢
⑦
窯
○
簿
ダ
μ
O
b
。
同
は
、
こ
の
局
面
に
お
け
る
も
っ
と

も
ヴ
ァ
イ
タ
ル
な
業
績
。
　
一
般
に
、
北
部
の
後
負
性
を
誇
張
し
た
非
は
免
れ
な

い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
に
お
け
る
、
こ
の
期
の
寓
言
・

経
済
・
行
政
等
々
に
つ
き
教
示
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ス
ク
の

想
い
出
と
と
も
に
、
当
地
に
ひ
と
つ
の
穣
拠
を
も
つ
た
「
恩
寵
の
巡
礼
扁
に
つ

い
て
は
、
り
r
ド
の
前
掲
書
（
℃
℃
●
歩
一
。
・
Φ
ゆ
ぬ
・
）
と
並
ん
で
、
ン
い
国
’
鋭
誌
関
．

U
o
α
恥
ρ
8
げ
①
℃
準
σ
q
は
B
p
◎
Q
o
o
団
O
冠
p
8
欝
口
臨
け
副
①
国
区
簿
興
O
o
蕊
℃
騨
p
o
ざ

ト。

ｭ
○
｝
。
。
ご
一
り
繍
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
後
渚
は
、
史
料
的
に
は
、
ま

だ
主
と
し
て
公
刊
公
文
旧
い
。
茸
。
話
9
巳
℃
の
℃
露
ω
o
隔
出
窪
藁
く
凝
轡
に
の

み
拠
っ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
そ
の
意
昧
で
地
方
史
料
の
利
用
に
憾
み
な
し
と
し

な
い
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
補
い
つ
つ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
業
績
を
越
え
て
、
こ
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の
方
弼
で
ば
、
現
在
疑
し
い
地
方
史
研
究
が
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
」
そ
の
功
綾
は
、
も
つ
ば
ぢ
、
こ
の
地
方
と
と
も
に
生
き
た
ハ
ル
大
学
史
学

科
の
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
帰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
霞
身
幸
い
に

も
接
す
る
機
会
を
え
た
、
・
A
・
G
・
デ
ィ
．
ケ
ン
ズ
教
授
お
よ
び
F
・
W
・
ブ
ル

ヅ
ク
ス
氏
が
そ
れ
で
あ
り
、
国
・
毛
’
ご
ご
8
0
訴
℃
8
冨
O
o
§
o
一
一
〇
鴎
夢
0
2
0
H
夢

（
誠
勝
伴
。
賦
。
鉱
》
ω
ω
o
o
貯
賦
O
P
回
Φ
㎝
ω
）
旧
伽
。
ζ
＜
O
ユ
肖
餌
ロ
島
け
財
o
O
o
頑
⇒
o
鵠
○
｛

夢
①
累
9
夢
（
o
り
汁
■
を
提
ぎ
趨
、
。
・
評
註
唱
露
霞
。
簿
δ
詳
弓
・
㎝
）
は
、
と
も
に

小
著
な
が
ら
、
こ
の
造
詣
深
い
老
地
方
史
家
の
好
篇
で
あ
る
。
ま
た
、
　
「
恩
寵

の
巡
礼
」
に
続
く
宗
教
運
動
史
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
前
者
の
多
産
な
活
動
を

度
外
視
し
て
は
、
も
は
や
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な

わ
ち
、
〉
・
O
・
∪
搾
閑
。
蕊
閣
裟
⑦
≦
男
Φ
o
o
a
ω
o
隔
昏
。
憎
嬬
σ
q
犠
羅
9
α
Q
①
o
h
Q
鎚
。
①

．
（
畷
Q
諺
．
9
℃
川
縁
擁
一
蹴
）
旧
α
o
ご
男
O
嘱
鋒
勺
p
噌
α
O
ゆ
ω
｛
o
巴
渉
げ
④
暦
鵠
σ
q
ほ
ヨ
p
σ
q
①
o
h

Q
H
鱒
。
⑦
（
皆
乙
．
）
一
自
O
こ
ω
O
ヨ
O
℃
O
℃
償
一
9
巴
男
⑦
9
0
江
O
め
。
ワ
仲
O
笛
μ
①
図
鳥
薫
9
⇒
堕
鳥
一
9
ウ
嵩

蜀
無
。
冠
座
鋤
臨
。
島
（
皆
a
ご
呂
習
拷
プ
、
）
旧
血
。
ご
Q
Q
⑦
久
手
。
滞
p
⇒
創
O
o
質
。
。
巨
匠
p
o
団
ヨ

畷
。
冠
げ
ω
H
回
畔
①
α
鐸
は
昌
σ
q
叶
プ
O
U
簿
○
目
噴
Φ
ρ
話
。
一
気
○
講
H
薄
く
困
昌
（
8
一
自
．
）
　
伽
。
こ

男
O
σ
O
同
け
誕
O
一
コ
口
ρ
汁
ρ
　
》
門
。
び
σ
誘
げ
O
℃
O
｛
＜
O
ユ
肖
P
⇔
山
℃
駐
Φ
手
負
2
洋
O
時
け
プ
O

麟
一
嵩
σ
q
、
Q
o
O
O
盟
ゆ
O
牌
O
臨
賦
δ
累
O
誌
げ
（
ω
戸
諺
昌
酔
げ
O
⇔
団
、
ω
剛
自
げ
凱
O
餌
就
O
¢
ω
L
回
O
．
o
Q
）
一

鳥
。
；
↓
げ
①
累
碧
貯
昌
労
①
⇔
o
餓
o
H
回
ぎ
叶
財
o
U
δ
0
8
①
o
一
路
。
臨
門
（
一
σ
箆
・
）
嚇
α
o
こ

目
げ
①
男
耽
ω
酔
　
Q
Q
酔
9
σ
q
⑦
ω
○
暁
叶
げ
O
国
O
ヨ
9
轟
剥
げ
　
野
O
O
二
の
鍵
μ
O
団
一
昌
《
O
触
犀
ω
び
岸
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

嵩
朝
O
ム
①
8
（
く
ゆ
〉
弘
レ
美
く
）
な
ど
が
そ
の
主
な
無
作
で
あ
る
が
、
昨
年
度

は
こ
れ
ら
を
録
胎
と
し
て
、
目
O
累
2
。
魯
p
鼠
℃
円
。
酔
＄
け
§
畠
貯
陸
｝
6
0
δ
o
＄
o

O
h
＜
○
村
ぎ
H
㎝
O
ゆ
一
一
鱗
切
Q
Q
（
q
雛
7
δ
吋
。
σ
霧
畷
O
隔
麟
¢
漏
勺
郎
σ
瞬
O
勲
仲
｛
O
葺
q
Q
”
○
冒
¢
陰
口
℃
・
）

お
よ
び
日
び
O
同
ご
⇔
ω
O
H
O
一
露
萎
O
一
一
⇔
玄
義
鈴
一
μ
①
国
侍
σ
q
躍
切
げ
男
①
h
O
円
ヨ
⇔
広
O
H
帰
（
↓
O
餌
O
び

く
。
目
誘
。
崖
謀
ω
8
q
）
の
二
労
作
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
の
系
列
の
著
作
と
し
て
は
、
｝
・
O
．
O
o
き
芝
窪
ご
羅
Q
α
貯
祉
0
8
昌

B）

梼
ｩ
賃
μ
O
℃
臨
σ
q
ユ
ヨ
Q
σ
Q
O
O
h
O
村
曽
O
Φ
（
6
■
団
．
菊
．
〉
．
o
Q
璽
拷
　
　
　
　
　
讐
）
旧
～
＜
◎
犠
層
頃
噌
①
肘
P

日
ぎ
窯
鴛
冨
コ
男
鶏
。
江
。
二
蕊
⑩
①
が
あ
り
、
ま
た
宗
教
改
革
期
の
ヨ
…
ク
大

主
教
管
区
の
政
策
を
み
る
文
献
史
料
と
し
て
は
、
ノ
＜
・
鎖
．
国
お
噌
。
要
領
～
〈
．
ン
β

囚
①
嶺
⇔
⑦
創
《
”
〈
一
〇
陰
搾
四
甑
○
滞
〉
憎
餓
O
δ
ω
即
串
O
H
P
ρ
餌
冴
諜
δ
昌
ω
　
O
臨
け
び
O
勺
①
ユ
O
創

O
団
紳
げ
O
類
O
粘
O
同
日
節
訟
○
讃
（
ω
〈
O
♂
”
〉
ド
輻
一
β
O
一
篇
び
O
O
＝
o
O
賦
O
賞
ω
嘘
騒
陣
く
－
翼
く
一
）
日

日
◎
○
．
♂
＜
げ
詳
ρ
］
口
く
O
①
O
｛
叶
ゲ
①
同
＝
N
P
び
O
叶
げ
ρ
訂
］
W
冨
｝
p
O
℃
o
り
O
肥
汁
げ
①
掛
郎
σ
q
凋
O
餌
⇔

O
財
¢
目
O
げ
り
一
〇
Q
Φ
Q
◎
一
目
げ
O
出
δ
伴
O
H
蜜
O
h
鷺
μ
O
暦
日
＜
O
ω
曽
離
α
＞
b
汁
Q
o
O
｛
魯
｝
回
O
旨
μ
O
ω
げ

器
ノ
、
禽
2
孟
｛
鉢
自
若
ぎ
O
o
鼻
国
儒
日
聖
教
α
○
嗣
ぎ
山
巴
”
H
Q
。
鉾
な
ら
び
に
彼
の

カ
Φ
B
p
ヨ
・
。
（
℃
鷲
犀
賃
Q
o
o
9
簿
ざ
H
Q
。
心
ω
）
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
修
道
院
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
機
と
す
る
六
会
経
済
の
変
貌
に
つ
い
て
は
、
　
一
般
に
わ
が
躍
で
は
興
味
が
も

た
れ
て
ぎ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
、
そ
の
第
一
等
史
料
は
、
こ
こ
で
も
周
知
の

ノ
、
巴
○
税
　
国
O
O
一
Φ
鰍
鋤
ω
甑
O
質
ω
　
（
O
血
．
　
旨
　
O
拶
一
①
団
　
勲
澤
窪
　
い
　
甲
固
β
昌
汁
O
び
　
カ
Φ
O
O
穏
鳥

O
o
諺
ヨ
訪
臨
o
P
①
く
9
ω
．
u
H
G
。
吋
O
I
鴛
）
で
あ
り
、
ヨ
…
ク
シ
ア
関
係
は
、
そ
の

第
五
巻
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
周
無
の
》
”
Q
り
p
≦
仁
愛
昌
σ
Q
凱
ω
げ
寓
♀

添
舅
Φ
幕
ψ
§
9
①
罰
く
①
9
叶
ぎ
U
奮
巳
暮
圃
。
戸
お
8
が
、
現
在
と
い
え
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ど
も
、
こ
の
史
料
に
対
す
る
最
上
の
入
門
書
た
る
を
失
わ
な
い
が
、
と
く
に
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
史
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
以
下
の
よ
う
な
重
要
史
料
が
指
摘
で

ぎ
る
。
㎞
・
妻
．
Ω
餌
団
①
価
こ
く
。
降
ω
三
同
Φ
冒
。
ロ
霧
富
村
δ
ω
Q
D
q
勺
雨
霧
ω
δ
旨
℃
①
唱
O
お

（
郵
〉
．
の
・
甥
霞
ご
驚
く
譲
Y
｝
■
G
Q
9
℃
母
証
ω
0
9
曽
窯
。
昌
霧
げ
8
図
①
馨
p
『
拶
鵠
“

U
奮
。
同
象
魯
℃
竜
2
ω
（
一
げ
一
戯
。
　
同
図
置
図
　
　
　
章
）
瓦
p
目
巳
。
塊
国
「
一
ω
ゲ
u
。
2
B
Φ
暮
ω

o
胤
嘗
①
∪
δ
8
ω
Φ
o
胤
く
。
村
ぎ
一
り
心
○
。
一
く
。
目
串
昌
ぜ
①
O
げ
㊤
⇒
霞
璽
o
Q
鎧
冥
①
嘱
ω

（
ω
環
諄
①
o
ω
ω
o
ρ
”
握
。
押
図
9
劉
た
だ
し
、
　
ハ
ル
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ー
を
除
…
い
て
、
当

ラ
イ
ヂ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
不
完
全
。
Y
旧
離
く
①
暮
。
円
冨
ω
o
h
O
げ
¢
触
。
げ
O
o
o
α
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ル
ズ

（帥

ﾐ
陣
α
「
　
呂
O
〈
嵩
　
　
　
題
）
。
ま
た
、
遺
言
書
が
、
最
近
の
地
方
史
研
究
の
う
え
に
、
新
奥

料
と
し
て
見
薩
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
地
方
史
家
が

強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
く
に
ヨ
ー
ク
大
主
教
座
を
控
え
る
こ
の

地
方
に
あ
っ
て
は
、
同
地
の
℃
鴇
。
び
暮
①
図
⑦
σ
q
陣
ω
＃
績
と
U
δ
o
霧
勲
づ
直
ゆ
α
q
圃
ω
詳
団

に
、
ぼ
う
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
テ
ユ
ー
ダ
ー
・
イ
ー
ス
ト
。
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
関
係
の
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
な
か
ん
ず
く
サ
ー
テ
ィ
ー
ズ
協
会

鞠
行
の
8
0
ω
聖
誕
2
拝
斜
国
げ
。
弓
p
o
①
湿
ω
㌶
六
巻
と
踏
。
蓉
げ
O
◎
償
欝
訂
団
イ
く
蕊
ω

（Q。

ﾄ
酔
8
ω
ω
o
ρ
”
窪
く
廿
。
美
一
）
が
代
表
約
な
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
当
地
方
に
関
係
す
る
史
料
の
う
ち
、
く
・
諺
・
Q
Q
ご
図
o
o
．
o
Q
Φ
び
所
収

史
料
の
ナ
ン
バ
ー
だ
け
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
客
。
。
。
」
欝
く
漕
く
芦
く
終
り
拷
押
訟
く
層

鉱
弼
誕
甑
一
M
詞
鉱
く
鴇
図
鋼
翼
三
一
一
噛
呂
一
回
諸
一
く
》
踊
ぞ
＝
廿
罫
｝
口
幕
詳
踊
き
。
溢
ぐ
。
こ

の
う
ち
、
望
鴛
O
げ
餌
ヨ
σ
巽
や
憎
o
o
①
Φ
α
ぎ
。
q
匂
・
（
同
上
史
料
雛
く
ヒ
し
顔
）
に
つ

い
て
は
、
な
お
算
道
●
切
目
o
o
駐
幽
く
。
鼻
聾
副
貯
。
簿
同
託
深
霞
Ω
舅
ヨ
び
零
（
両
・

く
・
劉
顕
・
Q
リ
ニ
旨
ρ
距
お
総
）
の
業
績
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
時
代
の
地
方
史
研
究
の
う
ち
、
第
二
の
焦
点
を
な
す
も
の
は
、

い
わ
ゆ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
立
命
の
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
正
確
に
は

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
焦
点
を
な
す
べ
ぎ
」
と
、
い
い
か
え
た
方
が
適
当
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
六
四
二
年
春
、
い
ま
は
当
時
の
木
版
画
に
よ
っ
て
し
か
彷
彿
で
き
な
い
、
ハ

ル
市
ベ
ヴ
ァ
リ
；
門
燈
に
、
革
命
は
そ
の
最
初
の
火
の
手
を
挙
げ
た
。
ま
た
、

こ
の
革
命
を
圓
噂
す
べ
き
場
所
の
、
蟻
市
周
辺
に
多
い
こ
と
は
、
す
で
に
前
貸

に
も
素
描
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
研
究
は
そ
れ
に
ひ
ぎ
か
え
、
ほ
と
ん
ど
未

着
手
で
あ
る
の
が
、
不
思
議
で
あ
る
。
こ
こ
ら
あ
た
り
に
も
、
こ
の
革
命
に
対

す
る
、
英
国
地
方
人
士
の
一
種
の
見
方
が
潜
ん
で
い
る
の
だ
、
と
い
え
ぱ
い
い

す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
い
な
、
そ
れ
よ
り
も
、
十
八
襟
巻
以
降
に
お
け
る
ハ
ル
市

の
急
激
な
発
展
が
も
た
ら
し
た
、
物
心
両
面
の
変
化
は
、
永
い
歴
史
の
、
せ
い

ぜ
い
一
と
こ
ま
に
し
か
す
ぎ
ぬ
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
い
つ
ま
で
も
か
か
ず
ら

わ
る
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
過
熱
だ
け
は
、
不
賢
明
な
こ
と
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
う
観
念
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
國
の
特
異
な
発
展

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
地
方
に
お
い
て
も
、
十
八
世
紀
以
隆
の
、

研
究
文
献
巨
録
が
晩
示
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
現
実
冒
の
前
に
あ
る
ト
ロ
ー

ル
船
が
、
鉄
道
が
、
か
れ
ら
に
は
よ
り
切
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

今
世
紀
、
莫
国
も
ま
た
閲
し
つ
あ
る
、
画
会
革
命
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
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大
人
の
岡
民
は
、
遠
い
十
七
世
紀
の
根
塗
り
人
≦
錘
器
嵐
。
議
。
ぎ
H
で
あ
る
さ

ぎ
に
、
ま
ず
常
識
的
な
実
際
人
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
5
ず
高
い
革

命
史
料
の
山
の
な
か
で
、
筆
者
に
去
来
し
た
ひ
と
つ
の
感
想
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ハ
ル
市
を
中
心
と
す
る
、
革
命
史
研
究
文
献
の
う
ち
、
古
く
は
、

国
．
ご
ご
3
劉
ρ
や
日
げ
①
ω
δ
σ
q
o
ω
o
h
口
三
｝
斜
錘
ぎ
σ
Q
酔
げ
①
○
『
o
霧
Ω
＜
一
一
♂
＜
錠

（
団
．
類
・
図
．
”
踊
ぢ
円
の
O
切
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地
方
史
料
の
利
用
は
、
ほ
と

ん
ど
ま
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
な
い
。
こ
の
史
料
利
用
葱
か
ら
い
え
ば
、
瓢
ー
カ

ル
・
マ
ン
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
ア
マ
チ
ェ
ア
史
、
家
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、

じ
d
・
瓢
●
潟
①
o
醤
謬
世
Ω
承
所
窃
目
睾
畠
頃
巳
γ
起
り
給
の
方
が
、
数
等
負
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
叙
述
面
に
お
い
て
は
、
ト
ー
リ
ー
的
な
ア
マ
チ
ュ

ア
リ
ズ
ム
が
、
読
渚
の
鼻
に
つ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
研
究
書
と
し
て
は
、
貧
姻

な
こ
の
二
論
著
し
か
あ
げ
え
な
い
現
状
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
稿
で
も
す
で
に
ふ
れ
た
累
霞
δ
出
饒
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
ー
小
説
》
巳
お
婁
竃
鍵
く
亀
鎚
鳥
ぴ
δ
悶
予
冷
畠
”
》
ω
8
H
，
団
。
眺
ω
富
σ
q
。

鼠
頃
三
一
（
Ω
琶
。
・
鉱
器
ノ
＜
o
臣
9
冒
器
μ
。
。
刈
ω
I
Q
Q
o
℃
高
。
。
刈
倉
㊤
①
9
掃
譲
O
）
を

推
す
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
溝
新
の
感
な
く
は
な
い
、
彼
女
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

期
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
問
わ
な
い
ま
で
も
、
地
方
に
お
け
る
革
命
の
具
体
的

過
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
は
る
か
に
教
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
で
は
、

次
の
問
題
と
し
て
、
草
女
史
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
史
料
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
革
命
時
の
ハ
ル
の
総
督
ω
酵
蝋
魯
p
燦
。
窪
9
ヨ
の
寓
○
鹸
p
ヨ

曇
声
。
Q
。
．
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
ベ
ヴ
ァ
リ
…
古
文
観
世
叙
述
の
く
だ
り
に

お
い
て
ふ
れ
た
。
俗
に
切
①
冨
。
げ
鵠
o
o
犀
と
称
せ
ら
れ
る
、
テ
ユ
…
ダ
ー
以
来

の
市
文
書
の
一
部
は
、
こ
れ
も
前
者
と
同
様
、
ギ
ル
ド
・
ホ
；
ル
に
収
蔵
さ
れ

た
ま
ま
、
ま
だ
陽
の
匿
を
み
な
い
段
階
で
あ
る
。
こ
の
文
書
こ
そ
、
実
は
革
命

下
市
当
局
の
動
き
を
、
細
密
に
告
げ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
が
。
も
っ
と
も
、

市
交
書
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
ピ
’
㌘
い
ω
土
器
妻
①
拝
O
巴
。
一
三
母
。
胤
夢
。

》
窃
鼠
2
監
　
】
）
④
O
鳥
Q
り
闇
轡
。
簿
①
触
Q
o
曽
レ
皿
花
。
亀
一
9
嵩
Φ
O
億
ω
　
〇
一
直
　
U
O
o
二
欝
2
洋
の
　
o
叶
ρ

営
芸
①
〉
零
ぼ
く
O
ω
O
扇
昏
①
O
O
弓
O
養
江
○
ジ
お
q
ゲ
が
あ
る
。
同
蒔
に
、
ほ

ぼ
同
時
代
史
料
と
し
て
重
視
す
べ
ぎ
も
の
に
、
大
英
博
物
館
所
蔵
未
公
刊
の

諺
げ
峯
プ
①
ヨ
O
①
冨
男
吋
団
筥
ρ
6
び
①
国
富
8
蔓
’
〉
簿
5
鼠
銘
。
ω
餌
嵩
α
O
o
。
。
－

2
ゼ
賦
。
β
o
h
汁
げ
①
日
。
≦
鵠
碧
孟
O
o
寡
暮
団
o
h
醤
ヨ
σ
Q
ω
8
⇒
瓢
唱
○
昌
出
馬
｝

（ノ

ｭ
舞
σ
母
8
郎
0
2
冨
0
泣
○
鐸
び
雪
。
。
α
O
ぞ
影
ピ
Q
α
G
Q
‘
ぎ
．
o
◎
り
O
）
が
あ
る
が
、

そ
の
コ
ピ
ー
は
、
市
立
図
書
館
に
備
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
は
こ
の
市

立
図
書
館
こ
そ
、
革
命
史
料
、
と
く
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
索
引
源
な
の
で
あ

る
。
館
員
が
幾
抱
え
か
運
ん
で
く
れ
る
愚
な
す
史
料
群
は
、
真
実
を
告
白
す
れ

ば
、
勇
気
の
青
毛
で
あ
る
よ
り
も
、
落
膿
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

研
究
に
は
お
そ
ら
く
何
年
か
の
努
力
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
決
し
て
綱
羅
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
適
当
に
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。
8
げ
。
国
玉
ヨ
露
Φ
℃
Φ
鉱
怠
o
P
o
障
げ
Φ
び
○
註
御
§
◎
O
o
露
諺
9
あ

8
¢
δ
国
ヨ
鱗
．
男
。
巴
冨
勲
く
①
峠
。
お
白
。
く
①
伴
悶
。
鼠
四
σ
q
Q
N
貯
0
9
⇒
什
躍
＝
一
｛
件
o 146 （982＞
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青
8
。
壽
・
。
鴎
い
§
旨
μ
し
〉
鷲
＝
羅
為
冨
類
§
謹
。
鍔
三
9
；
臨

謡
δ
○
①
算
蔓
ゆ
巳
9
ヨ
ヨ
魯
。
・
。
隔
ぎ
馨
る
駆
。
〉
箕
弘
①
島
影
臣
Φ
u
。
。
霧
㌣

試
8
9
巳
く
。
な
ω
o
臨
切
○
窪
鵠
。
蕊
①
ω
。
｛
洋
藍
碁
営
⑦
暮
8
鐸
。
①
議
ヨ
α
Q
夢
①

9
品
舘
貯
Φ
客
頃
亀
㊤
巳
9
目
宣
ヨ
頃
。
菩
ρ
β
0
9
、
。
き
霞
母
屋
8
抄

き
島
匿
。
。
鑓
a
塗
奮
磐
ω
富
村
夢
Φ
器
毒
8
』
。
。
｝
暇
．
p
昌
α
膳
窓
3
、
㍉
①
お
“

諺
U
曾
一
舘
簿
δ
⇔
o
h
臼
。
び
O
疑
ω
p
ロ
α
O
O
B
ヨ
O
拐
ぎ
窓
。
。
ぞ
興
8
普
①

婆
品
、
ω
u
。
。
寓
p
9
昌
8
蓉
霞
欝
ヨ
σ
q
類
琶
る
①
試
軽
四
お
“
蜀
8
。
τ
9

償
鷲
臣
鋳
①
ρ
ロ
Φ
隆
§
。
巴
ρ
ρ
器
ω
ぎ
”
話
ω
O
H
く
巴
。
8
8
増
凱
嵩
σ
登
簿
Φ
控
σ
Q
葬

．
毒
尊
夢
①
囲
品
冨
夢
8
瓢
滞
｝
｝
・
け
ρ
叩
野
ざ
圃
①
声
》
目
①
㊤
毒
g

9
・
Φ
g
露
銭
①
ξ
夢
①
簗
σ
q
げ
け
芝
。
諺
ま
鳳
島
ω
岸
｝
・
ぎ
頃
。
梓
冨
ヨ
・
。
①

§
遭
羅
夢
u
鋤
9
・
藍
。
¢
・
h
跨
g
。
§
罠
○
§
暮
嵩
ω
貯
鋳
。

鷲
窃
臼
〈
巴
草
9
巳
ω
鋒
①
げ
団
。
津
ぎ
囚
ぎ
σ
q
α
。
筥
9
巳
夢
①
日
。
芝
昌
。
h
缶
色
層

お
容
望
δ
島
一
目
｝
6
曽
嬉
一
霞
p
ぎ
跨
。
h
夢
。
自
己
。
び
〉
置
巽
諺
。
H
回
レ
H
。
7

。
冨
景
》
簿
含
霧
・
ω
暑
一
§
話
9
巳
同
・
毒
ω
§
・
ρ
。
臼
後
卵
円
8
⇔
毛
嚢

頃
二
拝
貯
夢
Φ
σ
魯
巴
富
。
P
び
自
屡
旨
く
。
ω
撃
鳥
ω
管
見
ご
同
＝
。
夢
ρ
ヨ
毒
8

霊
。
。
諸
a
霧
苗
踏
β
日
σ
蔓
紆
・
㌶
巨
回
α
q
夢
①
マ
｝
崔
震
八
仙
①
。
。
ぎ
鴎
。
巴
℃
霧
8

β。

､
臼
①
貯
毒
三
｝
巨
σ
Q
器
ω
。
。
♂
同
≦
鐸
等
霧
⑦
馨
。
象
。
面
一
も
。
受
書
ω
蔓
霧

b
づ
。
〈
窪
2
駐
宣
《
3
至
る
螢
α
ρ
民
田
鼠
島
密
藷
ぎ
日
切
①
＜
g
①
ざ

8
甘
望
峯
爵
…
》
頃
竜
等
臣
ω
8
〈
①
q
。
＝
冨
も
Q
貯
p
お
①
脅
司
ゆ
鼠
亀

鷺
○
畠
冨
審
住
ξ
。
窪
9
＜
巴
一
㊦
話
h
O
二
嚢
p
島
茜
缶
邑
℃
①
｝
償
σ
Q
．
口
①
島
嚇

〉
日
凄
。
拶
①
奪
す
；
箪
器
↓
鼓
轟
。
ε
膨
Ω
蔓
・
隔
．
ぎ
迂
言
撃
臼
。
ぎ

躍
。
酔
冨
讐
｛
寓
夢
・
屋
お
9
巳
℃
ヨ
，
薮
ヨ
。
昼
も
Q
。
℃
こ
回
9
弓
毎
。
多
壽

ヰ
。
ヨ
溜
色
b
①
ぎ
σ
q
勲
鷲
幕
。
ご
、
・
翼
§
回
。
霊
8
霧
覧
霞
身
じ
づ
図
穿
、
。
冨

O
聖
、
駐
・
ω
8
巨
茜
蚕
室
σ
q
三
ω
目
塗
餌
⊆
酔
。
・
る
巳
。
馨
9
贔
野
鶏
当
。
。
9
〈
①
ω

9・

ﾖ
ω
。
自
象
⑦
謎
乱
δ
ご
富
岡
伽
巴
8
｝
歪
．
㊦
ω
謹
℃
駐
＆
窪
①
目
。
≦
目
磐
畠

募
く
①
匪
｝
巳
。
。
一
毫
ぎ
国
g
げ
餌
β
δ
》
℃
罰
δ
お
等
々
。
な
お
、
当
市
に

関
す
る
大
英
博
物
館
所
蔵
翼
。
メ
φ
び
簿
高
議
に
つ
い
て
は
、
　
＜
●
》
■
冒
ぐ
芦

一
Q
。
。
。
鱒
に
す
で
に
収
録
せ
ら
れ
て
い
る
。

　　

v
命
に
当
っ
て
は
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
、
タ
げ
創
。
。
。
（
国
警
あ
＄
ソ
○
く
①
詳
9
あ

（
国
鼠
茜
8
纂
ソ
O
。
げ
び
・
ω
（
○
葺
貯
σ
Q
冨
欝
）
匹
冠
饗
a
。
。
（
妻
影
①
ω
ぎ
巴
）

鎗
電
δ
饗
銭
。
。
（
一
W
轟
判
ω
叶
宅
く
一
〇
犀
）
”
出
。
ぎ
。
ω
（
国
費
ソ
ミ
磯
回
、
罫
（
瓢
a
8
）
植

0
8
ω
け
壁
①
ω
（
じ
d
霞
ε
轟
。
。
湯
＄
ぴ
菖
瑠
謬
9
巷
ω
・
霧
（
缶
虹
諺
σ
§
自
ソ
。
ユ
￥

ω
8
霧
（
○
白
黒
。
・
ε
p
O
寒
け
ゴ
）
覇
§
ミ
匁
蒙
ω
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ソ
匿
一
身
帥
a
ω
（
甥
8
夢
）
扇
畠
㌣

峠
8
ω
（
b
ご
勲
§
。
・
8
旗
y
無
．
め
ミ
ミ
§
娩
（
田
己
毒
心
）
▼
o
ユ
窪
冨
（
野
諄
g

蓋
器
。
，
y
的
ミ
ミ
§
爵
（
b
d
。
覧
8
雷
ソ
0
9
糞
匿
。
ω
（
固
着
σ
。
3
郎
σ
q
げ
y

O
巨
巨
・
団
ω
（
ω
。
霞
g
峠
8
σ
Q
げ
）
ト
魂
ミ
§
（
雪
貯
ξ
）
L
ミ
＆
鴇
（
図
ヰ
旨
y

頃
。
夢
・
。
暴
（
の
§
g
8
愚
・
幹
ソ
ぎ
葭
8
器
（
匿
8
邑
㊦
｝
縣
y
9
§
営
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霧

（
9
臣
Φ
5
”
目
①
σ
q
g
a
ω
（
o
p
。
8
旗
）
讐
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蓼
藍
ω
（
じ
σ
困
§
営
。
p
）
焔
藝
ミ
§
婁

（
ω
簿
B
錠
。
。
げ
①
ソ
g
8
。
臨
。
霧
（
鶏
。
邑
2
ソ
目
窪
σ
q
琶
①
の
（
譲
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巨
①
，
8

ω
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爵
α
Q
ン
自
。
9
讐
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窪
σ
Q
α
p
同
①
ω
（
躍
雲
σ
q
窪
自
）
お
8
雪
げ
奮
（
曽
・
戦
藷
－
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げ
§
ソ
駿
§
ミ
§
（
三
舞
。
・
謹
。
蔓
y
男
二
尊
匿
（
累
・
一
瞬
8
）
（
イ
タ
リ

ヅ
ク
は
議
会
派
、
窯
印
は
変
党
）
な
ど
、
約
三
〇
の
地
方
家
族
が
具
体
的
に
動

い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
党
派
形
成
の
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。
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問
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と
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・
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。
そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
ベ
ヴ
ァ
リ

ー
古
文
書
館
に
つ
い
て
晃
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
忘
れ
た
が
、
最
後
に
、

こ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
・
レ
コ
ー
ド
と
と
も
に
、
テ
ェ
ー
ダ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

史
の
地
方
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
冒
興
＄
冨
碧
α
勺
省
①
湊
o
h
頃
Φ
冨
受
く
H
囲
囲
∴

oQ
E
梓
。
目
窪
⑦
誘
U
o
B
①
。
・
鉱
8
勺
纂
。
暮
蜀
。
房
（
国
P
＜
H
噛
国
晋
4
鷺
㊤
莞
Y

》
o
＄
○
楠
魯
Q
勺
誌
く
団
6
0
巖
昌
。
嵩
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
が
、
こ
れ

148　（984）



ま
た
必
要
で
あ
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。

②
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献
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介
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。
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A　Note　on　the　Study　in　English　Local　History　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takeomi　Ochi

　　　A　forigner’s　attempt　to　treat　of　Western　history　meets　insuperable

didiculties　at　every　turn．　He　niay　be　unable　to　access　the　documents

　and　literatures　or　else　understand　the　evidences．　He　mft．　y　inoreover

be　a　inere　stranger　to　the　neccessary　publications　of　a　given　theme．

　Now　the　local　and　regionft．1　studies　of　history　are　keenly　pursued　in

　this　country　and　abroad　and　it　is　not　unnatural　that　some　of．　the　stu－

dents　ftc　re　eager　to　ac　pproach　the　subject　even　of　the　Western　nations．

Their　incltement　comes　from　the　scientific　directions　recently　as－

surned　by　historical　studies　and　their　intentions　must　be　justified．

But　intentions　are　one　thing　and　historical　studies　another．　We　cani

　not　deny　the　dlfficult　situation　in　which　our　foreign　sSudies　stand．

　　　Neccessary　steps，　therefore，　must　be　taken　beforehand　and　one　of

them　will　be　to　inform　the　students　of　how　the　local　history．studies

　have　been　carried　on　in　foreigp　countries　and　are　being　run　with

　fegard　to　the　social　and　ac　cademic　background　of　those　nations．　This

　paper　is　an　attempt　to　report　of　the　regional　studies　of　England

　which　ac　re　now　bejng　assuined　by　the　University　of　Hull，　East　Ring

　of　Yorkshire，　where　1　had　the　privilege　of　staying　for　a　past　year．

Mostly　relying　on　Prefessor　A．　G．　Dickens’　bibliography　but　inserting

　my　views　and　the　documents　from　such　repositories　as　of　the　Record

　effice　and　other　libraries，　1　hope　to　describe　one　oi　the　recent　cur－

rent．s　of　English　historiography　ancl　ac　lso　hope　it　to　be　of　some　gse　to

the　students　who　are　reading　English　history　in　this　country．　My

　thanl〈s　are　due　to　all　the　people　wl）o　heJped　me　to　jnitiate　into　thjs
g．

　study．
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